
 ― 茨城県土浦市 ―

前神田遺跡 （第 ２次調査）

2023

有 限 会 社  エイ・エム・エー
勝 田 商 事 有 限 会 社
土 浦 市 教 育 委 員 会
株式会社 地域文化財研究所

―宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―





 ― 茨城県土浦市 ―

前神田遺跡 （第 ２ 次調査）

2023

有 限 会 社  エイ・エム・エー
勝 田 商 事 有 限 会 社
土 浦 市 教 育 委 員 会
株式会社 地域文化財研究所

―宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―

ま え   し ん  で ん    い    せ き





　土浦市は、霞ヶ浦や桜川といった自然環境に恵まれた都市です。貝塚や古墳など数多

くの遺跡が立地し、古くから人々の暮らしが営まれてきました。これらの遺跡は、昔

の生活や文化を現代の私たちに伝えてくれる貴重な遺産といえます。このような貴重

な文化遺産を保護し後世に伝えることは、土浦市の重要な責務であり、郷土の発展の

ためにも大切なことです。

　この度、市内神立町に所在する前神田遺跡において宅地造成に伴う発掘調査が行われ

ました。この調査の成果が、学術的な研究資料としてはもちろんのこと、郷土の歴史と

文化の究明に役立つことができれば幸いです。

　最後になりましたが、調査から報告書刊行にあたり、関係者の皆様からいただいたご

協力とご支援に対しまして、心から厚く御礼を申し上げます。

令和５年２月

� 土浦市教育委員会

� 教育長　入野　浩美

序





１．��本書は、宅地造成に伴い埋蔵文化財の発掘調査が実施された、前神田遺跡第２次調査の発掘調査報告
書である。

２．調査は、有限会社エイ・エム・エー、勝田商事有限会社より委託を受けた株式会社地域文化財研究所
　　が土浦市教育委員会の指導の下に行った。
３．遺跡の所在地及び面積、調査期間、担当者など調査体制は下記のとおりである。
　　　所　在　地　　茨城県土浦市神立町字榎戸 2590 番１の一部
　　　調�査�面�積　　642.74㎡
　　　調�査�期�間　　令和４（2022）年６月 20 日～７月 26 日
　　　調査担当者　　表　豊
　　　調　査　員　　田代真輝　小川将之　髙野浩之
　　　調査参加者　　［発掘調査］　飯野知子　大沼義則　加藤通紀　小松澤充　近野治子　佐賀　実
　　　　　　　　　　　　　　　　豊田今朝男　中島トミ子　中村　薫　藤井信彦　森永典昭　山崎一義
　　　　　　　　　　［整理調査］　野村浩史　遠藤恵子　木村春代　小林真千子　佐野　彩　俵道徳子　
　　　　　　　　　　　　　　　　藤井陽子　増田香理
４．整理調査及び本書の作成は、株式会社地域文化財研究所において表・小川・田代・髙野が担当した。
５．執筆分担は第１章第１節が比毛君男（土浦市教育委員会）、第１章第２節、第２章が田代、第３章が
　　表・髙野、第４章が髙野である。
６．調査記録及び出土品は、一括して土浦市教育委員会が保管・管理している。
７．調査から本書の刊行に至るまで、下記の方々にご指導・ご協力を賜った。（敬称略・順不同）�
　　　齋藤弘道　茨城県教育庁総務企画部文化課　有限会社エイ・エム・エー　勝田商事有限会社　
　　　武智測量設計株式会社　陽なたハウス　

１．調査において使用した略号は以下のとおりである。
　　前神田遺跡第２次調査…KMS2
　　竪穴建物跡：SI　掘立柱建物跡：SB　土坑・陥し穴状遺構：SK　ピット：P　撹乱：K
２．遺構図は国家標準直角座標Ⅸ系（世界測地系）を基準に作成し、方位は座標北を示す。
３、遺構図における土層説明で、微・少・中・多量は土層内における含有物の割合を４区分したものであり、
　　それぞれ、微量は１～５%未満、少量は５%以上～ 15%未満、中量は 15%以上～ 30%未満、多量
　　は 30%以上を示す。
４．遺構・遺物の色調表記は『新版標準土色帖 2018 年版（財団法人日本色彩研究所ほか）』を使用した。
５．遺構実測図・遺物実測図中の網掛け及び線種は下記のとおりである。
　　被熱範囲・焼土範囲�…　　　　　 � カマド構築土（粘土）範囲�…　　　　　�硬化面範囲�…
　　推定範囲�…　　　　　撹乱範囲�…　　　　　�繊維土器（断面）…　　　　　�
　　須恵器（断面）…　　　　　�灰釉陶器（断面）…　　　　　����黒色処理�…
６．出土遺物観察表中の計測値は（　）が復元値、〈　〉が残存値を示す。単位は cmで重量は gである。
７．遺物番号は本文、挿図、写真図版共に一致している。
８．遺構図中の●は土器・土製品、▲は石製品、■は鉄製品を表す。
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第 1 節　調査に至る経緯

第１章　調査経緯と経過

　当調査は、有限会社エイ・エム・エー（取締役�比氣洋明）と勝田商事有限会社（代表取締役�勝田達也）
が共同事業者として計画する宅地造成に伴う、記録保存を目的とした発掘調査である。
��当計画地は、別の事業者によって令和３年５月７日に土浦市教育委員会（以下市教委）に埋蔵文化財の
取扱についての照会があった。計画地全体が周知の遺跡前神田遺跡に該当することから、令和３年６月
17、18、20 日に試掘確認調査を実施し、竪穴建物 13 棟などを確認した。その後、当事業者に事業内容が
引き継がれ、事業者・市教委間で埋蔵文化財取扱の協議を行った。協議の結果、宅地部分については盛土
による地下保存、市道移管予定の引き込み道路は事業者の費用負担協力による発掘調査を実施することで
合意を得た。調査体制については、民間発掘調査組織に委託され、事業者・民間発掘調査組織の二者の業
務委託契約書が令和 4年５月 12 日に締結され、市教委・事業者・民間発掘調査組織の三者による埋蔵文
化財保存協定書が令和４年５月 20 日に締結された。以下、行政上の手続等を記す。
　文化財保護法第 93 条に基づく埋蔵文化財発掘の届出は、令和４年５月 11 日付土教委発第 542 号にて茨
城県教育委員会（以下県教委と略）に進達し、５月 20 日付文第 513 号にて引き込み道路に発掘調査を実
施し、その他の工事は市教委が立ち会うよう県教委が通知を行った。

　続いて、文化財保護法第 92 条に基
づき５月 20 日付土教委発第 579-1 号
により県教委に発掘調査の報告を行っ
た。調査は令和４年６月 20 日から開
始し、7月 26 日まで行った。８月 10
日付土教委発第 816 号により発掘調
査終了の確認を依頼し、県教委は８月
18 日付文第 1571 号にて調査終了を確
認した。埋蔵物発見届は７月 28 日付
で土浦警察署に提出した。整理作業は
令和４年８月から令和５年１月まで実
施した。

第１図　確認調査トレンチ配置図
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第２節　調査の経過と調査方法

　発掘調査は令和４年（2022）６月 20日より調査を開始した。休憩施設・駐車場等の環境整備や安全対策・
防塵対策を行った後、速やかに遺構検出に着手して、22日に終了した。23日からは各遺構の覆土掘削を開
始し、土層断面の観察と実測、遺物出土状況の写真撮影と遺物の取り上げ、全景写真撮影へと進めた。７
月 21日にドローンによる調査区全景の空撮を行い、26日に土浦市教育委員会の終了確認を受け、現場にお
ける発掘調査を終了した。整理調査は、発掘調査終了後の７月下旬より開始した。遺物の水洗いから着手し、
注記作業、接合を行い、遺物を抽出した。その後、遺物の実測と遺構実測図のトレース作業へ入る。８月
中旬に報告書編集作業を中心に進め、令和５年２月、報告書の刊行に至った。
　発掘調査は、遺構検出面まで重機を用いて慎重に表土除去を行った。その後、遺構の掘り下げは人力で
進めた。遺構の掘り下げに際し、竪穴建物跡は４分割、土坑・ピットは２分割を基本とした土層観察用の
ベルトを設け堆積状況を記録した。出土遺物は、現位置での記録を基本としながら、微細な破片について
は分割した区域で一括し、さらに深さのある遺構の場合は層位ごとに取り上げた。記録は、25cm間隔の
等高線による 1：200 縮尺の全体図、遺構は、1：10 と 1：20 縮尺を基本に図面を作成した。写真撮影は、
35mmの白黒フィルム及びカラーリバーサルフィルムを用いて行い、補助にデジタルカメラを用いた。
　整理調査は、遺物収納箱 10 箱の出土遺物を対象に実施した。遺物は全て水洗いし、注記は遺跡略号、
出土遺構・地点の順で行った。土器の接合にはセメダインCを用いた。実測は遺構に伴うものを基本に
100 点を抽出している。遺物写真は高解像度デジタルカメラ（2400 万画素）を使用し、実測遺物全てを撮
影した。報告書の編集作業はＤＴＰにより進めた。これらの成果品は、図面・写真・遺物の台帳を作成し、
記録の内容や日付など必要事項を記載して返還した。

第２図　周辺遺跡分布図

0 1000m

（1/25000）
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第１節　地理的環境

第２節　歴史的環境

第２章　環境

　前神田遺跡の所在する土浦市は、茨城県の南部に位置する。市の東部は土浦入りで霞ヶ浦に接し、北部
に新治台地、南部に筑波・稲敷台地を有し、市内中央では台地を二分するように桜川の沖積低地が広がる。
河川流域では谷津が発達しており、台地を樹枝状に浸食しながら複雑な地形を形成している。
　前神田遺跡は、JR常磐線神立駅から南西へ約 2.5km付近に位置し、土浦市神立町に所在する。遺跡は
境川左岸の新治台地上にあり、標高は 25 ～ 26mである。遺跡が立地する台地は、東側と南西側を谷津に
挟まれており、舌状台地を形成している。低地との高低差は約 17mである。

　本遺跡が立地する新治台地上には、旧石器時代から近世に至る遺跡が、数多く分布している。ここでは、
本遺跡周辺の遺跡について時代別に概観したい。
　旧石器時代では、宝積遺跡（11）で石器集中地点が検出されており、珪質頁岩製の削器や安山岩の剥片
が確認された。
　縄文時代草創期では、ゴリン山遺跡（33）で早期の夏島式土器とともに無文土器が出土している。早
期では、原ノ内遺跡（32）で田戸下層式期の炉穴が２基確認されている。前期では一丁田台東遺跡（16）、
根本西遺跡（28）で黒浜式期から浮島式期の土器が出土している。中期の東台遺跡（13）、御㚑遺跡（14）
では、竪穴住居跡と 100 基を超える土坑が検出されている。神立遺跡（26）においても加曽利EⅡ式期
を中心とした竪穴住居跡、土坑が検出され、土坑からは貝集中地点が確認されている。一部の竪穴住居跡
からは石囲炉が検出されており、地床炉が一般的である土浦市域において特筆される。神立平遺跡（27）
は後期前葉から晩期中葉まで続いた拠点的集落跡であり、土偶を中心とした祭祀遺物が多数出土している。

第１表　周辺の遺跡一覧表

番
号

遺　　跡　　名
旧
石
器

縄
　
文

弥
　
生

古
　
墳

奈
・
平

中
　
世

近
　
世

番
号

遺　　跡　　名
旧
石
器

縄
　
文

弥
　
生

古
　
墳

奈
・
平

中
　
世

近
　
世

1 前神田遺跡 ○ 22 尻冷遺跡 ○ ○ ○

2 松山遺跡 ○ ○ ○ 23 セイベイ山遺跡 ○

3 神立八幡遺跡 ○ ○ 24 新田遺跡 ○

4 青木遺跡 ○ ○ 25 原口遺跡 ○

5 天神平遺跡 ○ ○ ○ 26 神立遺跡 ○ ○ ○ ○

6 坪内遺跡 ○ 27 神立平遺跡 ○

7 坪内貝塚 ○ 28 根本西遺跡 ○ ○

8 花輪遺跡 ○ 29 五斗落遺跡 ○ ○ ○ ○

9 蟹久保遺跡 ○ 30 大儘遺跡 ○ ○ ○ ○

10 中道遺跡 ○ ○ ○ 31 弁ノ内遺跡 ○ ○ ○ ○

11 宝積遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32 原ノ内遺跡 ○ ○

12 東台古墳群 ○ 33 ゴリン山遺跡 ○ ○

13 東台遺跡 ○ ○ ○ ○ 34 手野原口遺跡 ○ ○ ○

14 御㚑遺跡 ○ ○ ○ ○ 35 八坂東遺跡 ○

15 籾買場遺跡 ○ ○ ○ ○ 36 宿後貝塚 ○ ○

16 一丁田台東遺跡 ○ ○ 37 平遺跡 ○ ○

17 八坂前遺跡 ○ ○ 38 手野天神遺跡 ○ ○ ○ ○

18 東真鍋八坂前遺跡 ○ ○ 39 上大津西小学校前遺跡 ○ ○

19 大宮前遺跡 ○ ○ ○ ○ 40 手野宮脇遺跡 ○ ○

20 東山団地遺跡 ○ ○ 41 王塚古墳 ○

21 尻冷南遺跡 ○ ○ 42 立遺跡 ○ ○ ○ ○
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さらに後期後半以降、製塩土器の出土数が増加し、製塩関連と推定される土坑も検出されている。
　弥生時代では、中期まで集落は確認されておらず、集落が出現し始めるのは、後期に入ってからである。
弁ノ内遺跡（31）では後期前半の建物跡が確認されている。このほか、東台遺跡、宝積遺跡において後期
の上稲吉式期の竪穴建物跡が検出されている。宝積遺跡では一辺８mを超える大型の竪穴建物跡も確認
されており、当時の集落構造について注目される。
　古墳時代の当地周辺地域では、大集落が出現し、古墳も築造される。集落の時期をみると、宝積遺跡で
90 軒を超える前・中期の竪穴建物跡が発見されている。後期に入ると籾買場遺跡（15）で多数の竪穴建
物跡が検出され、平安時代に続く大集落の存在が確認された。墓域としては、木田余台に後・終末期の東
台古墳群（12）が存在しており、19 基の墳丘が確認されている。
　奈良 ･平安時代の律令制下における当地周辺は常陸国茨城郡に属していた。籾買場遺跡、宝積遺跡、五
斗落遺跡（29）、大儘遺跡（30）において竪穴建物跡が確認され、石橋北遺跡（地図外）では掘立柱建物
跡が検出されている。特に石橋北遺跡では竪穴建物跡とほぼ同数の 52 棟もの掘立柱建物跡が見つかって
おり、灰釉陶器も多数出土している。この時期の土浦周辺遺跡の特徴として掘立柱建物を伴う集落が多い
こと、灰釉陶器が出土することが挙げられる。一方で長峯遺跡（地図外）からは、寺院跡と考えられる掘
立柱建物跡が見つかっており、墨書土器も多数出土している。これらの中には「国厨」と記された墨書土
器が見つかっており、国府との関連が示唆される。また、当地周辺の台地上では火葬墓が検出されるよう
になり、民間への仏教の広がりが確認される。籾買場遺跡と宝積遺跡では蔵骨器が出土している。
　なお本遺跡では、令和 2年 12 月 3 日から 15 日までの間、市道Ⅰ級 5号線（西）改良工事に伴い、第 1
次発掘調査を実施している。調査区は今回の調査区に南面する東西方向の市道拡幅部分で、平安時代の竪
穴建物跡 5棟のほか、掘立柱建物跡 1棟、土坑 1基、不明遺構 1基が確認されている。

遺跡範囲➡

第３図　調査地点位置図

0 100m

（1/2500）
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第 1 節　基本層序

第２節　概要

第３節　竪穴建物跡

第３章　遺構と遺物

　基本層序は、A3グリッド内にテストピットを１か所設定し観察を行った。表土層は現代の耕作土である。
１層（Ⅱ c層）は暗褐色土層である。２層（Ⅲ層）上面が遺構検出面でソフトローム層、３層（Ⅳ層）以
下はハードローム層となる。遺構が構築されていたのはハードローム層中である。４層（Ⅴ層）は第１暗
色帯、５層（Ⅵ層）は姶良Tn火山灰に由来すると考えられる火山ガラス質粒子が僅かではあるが確認で
きたため、AT層に相当すると考えられる。６層（Ⅶ層）は第２暗色帯上部、７層（Ⅸ a層）は第２暗色
帯下部上層である。８層（Ⅸ b層）は第２暗色帯下部下層である。

　調査は遺跡の中央の東側部分で実施し、縄文時代の陥し穴状遺構１基、平安時代の竪穴建物跡７軒、掘
立柱建物跡３棟、土坑６基、ピット７基が検出された。このうち、竪穴建物跡１軒は焼失家屋と考えられる。
　縄文時代の遺物は、土器が1,181g（51点）が出土した。内訳は、土器が縄文時代前期末葉の十三菩提式
10g、前期末葉の粟島台式50g、中期中葉の阿玉台Ⅳ式71g、中期後葉の加曽利EⅣ式56g、後期前葉の綱取式
系24g。土製品は土器片錘が46.5g（１点）出土した。平安時代の遺物は、土器を主体とするが、巡方や墨書土
器の出土は特筆される。土師器は36,662g（1,973点）、須恵器は29,783g（1,122点）、灰釉陶器567g（９点）、瓦
100g（３点）。土製品は管状土錘83g（２点）、紡錘車57g（１点）、羽口45g（２点）。石製品は巡方26.5g（１点）、
紡錘車44g（１点）。鉄製品は鉄鏃11g（１点）、鎌61g（１点）、不明鉄製品15g（2点）。鉄滓262g（４点）である。

ＳＩ１　（第６・７・８図、第２表、PL２・９）

位置　F・G4 グリッドに位置し南西隅が調査区外になる。北東隅では SK1 と重複し、本遺構が新しい。
規模　南北軸 4.72 ｍ、東西軸 4.40 ｍの方形を呈する。��主軸方向　Ｎ－ 15°－ Eを示す。��壁　残存高は
40 ～ 58㎝で垂直に立ち上がり、北壁際を除いて壁溝が確認されている。��床　ほぼ平坦で、カマド前面
を除いた全域に硬化面が認められた。掘り方は西側での掘り込みが顕著で、全体にローム・焼土・粘土ブロッ
クを含んだにぶい黄褐色土・褐色土で貼り床が施されている。��貯蔵穴　北東側で確認されている。南北
軸 64㎝、東西軸 78㎝で方形状を呈し、深さは 29㎝を測る。覆土は、ロームブロックを含んだ暗褐色土を
主体としている。��ピット　４基が確認され、いずれも配置から主柱穴とみられる。覆土は褐色土主体で
締りが弱い。��カマド　北壁中央部に設けられている。全長は 97㎝で煙道部は屋外へ 80㎝掘り込まれて

表土 1　極暗褐色土�7.5YR2/3。
表土 2　黒褐色土�7.5YR2/2。
１．Ⅱ c 層　暗褐色土�7.5YR3/3　締り・粘性弱。
２．Ⅲ層　　褐色土�7.5YR4/4　締り・粘性弱。
３．Ⅳ層　　黄褐色土�10YR5/6　締り強、粘性弱。
４．Ⅴ層　　にぶい黄褐色土�10YR5/4　締り強、粘性弱。
５．Ⅵ層��　�褐色土�10YR4/6　火山ガラス質粒子・褐色粒微量含む。締り強、粘性弱。
６．Ⅶ層��　�褐色土�10YR4/4　褐色粒微量含む。締り強、粘性弱。
７．Ⅸ a 層���にぶい黄褐色土�10YR5/3　白色粒微量含む。締り強、粘性弱。
８．Ⅸ b 層���にぶい黄褐色土�10YR5/4　白色粒微量含む。締り・粘性強。

第４図　基本層序

0 1m

(1/60)
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いる。燃焼部幅は 40㎝で袖部は残存せず、燃焼部入口の左側に須恵器甕（第７図 12）が貼り付けられて
いた。��覆土� �暗褐色土を主体とし、ロームブロックとともに焼土・粘土ブロックも混在することから人
為的堆積と考えられる。��遺物　土師器 626 点（10,990g）、須恵器 270 点（6,906g）、灰釉陶器２点（58g）、
管状土錘２点（83g）、鞴羽口とみられる破片１点（20g）、不明鉄片１点（10g）などが出土した。土師器
は煮沸具のみである。一方で、供膳具は須恵器のみであるが、坏が主体で蓋や有台器種は少量に留まる。��
所見　出土した遺物の傾向として、土師器に供膳具が認められないこと、須恵器では坏が中心であるもの
の蓋の出土が減少していること、図示はできなかったが高台付盤が残存していることがあげられる。これ
により遺物は９世紀中葉～後半の様相を呈し、この時期に本遺構は埋没したと考えられる。
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カマド土層説明
１．褐色土�10YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性弱。
２．にぶい黄褐色土 10YR4/3　焼土粒φ 1 ～ 10mm 中量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
３．にぶい黄褐色土�10YR5/3　焼土粒φ 1 ～ 10mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性弱。
４．赤褐色土�5YR4/6　焼土粒φ 1 ～ 3mm 多量、粘土粒φ 1mm 微量。締り・粘性弱。
５．褐色土�10YR4/4　焼土粒φ 1mm 微量、粘土粒φ 1mm 微量。締り・粘性弱。
６．黄褐色土�10YR5/6　焼土粒φ 1 ～ 10mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性弱。
７．にぶい黄橙色土 10YR6/4　焼土粒φ 1 ～ 10mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り強、粘性弱。
８．褐色土�10YR4/6　焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 少量、炭化物粒微量。締りあり、粘性弱。
９．にぶい赤褐色土�2.5YR4/4　焼土粒多量、炭化物粒微量。締り・粘性弱。
10．にぶい赤褐色土�5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 5mm 多量。締り・粘性弱。
11．灰褐色土�5YR4/2　焼土粒少量、灰を多量含む。締り・粘性弱。
12．暗赤褐色土�5YR3/6　焼土粒少量。締りあり、粘性弱。

土層説明
１．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 中量、焼土粒φ�1 ～ 5mm
　　　　　　�少量、炭化物粒微量。締りあり、粘性弱。
２．暗褐色土�7.5YR3/3　ローム粒・ロームブロックφ 1 ～ 20mm 少量、
　　　　　����焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りあ
　　　　　　り、粘性弱。
３．暗褐色土�7.5YR3/3　ロームブロックφ 5 ～ 30mm 少量、焼土粒φ 1
　　　　　　�～ 5mm 少量。締りあり、粘性ややあり。
４．褐色土�10YR4/4　ローム粒中量。締り弱、粘性ややあり。
５．灰褐色土�7.5YR4/2　焼土粒φ 3 ～ 10mm 微量、灰を含む。締り・　
　　　　　�粘性弱。
６．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、炭化物粒微量。締り・
　　　　　　粘性弱。
７．褐色土�7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締りなし、粘性弱。
８．褐色土�7.5YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性弱。

９．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
10．褐色土�7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 10mm 中量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微
　　　　　量。締り・粘性弱。
11．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
12．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒・ブロックφ 3 ～ 20mm 少量、焼土粒
　　　　　　φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
13．褐色土�7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性弱。
14．褐色土�10YR4/4　ローム粒少量、ロームブロックφ５～ 20mm 微量、
　　　　　焼土粒φ 1 ～ 5mm 中量、 粘土粒φ 1 ～ 10mm 少量。 締り・
　　　　　粘性あり。
15．にぶい黄褐色土�10YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 10mm 中量、焼土粒φ 1
　　　　　　　　　�～ 3mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り非常に
　　　　　　　　　�あり、粘性弱。

第７図　ＳＩ１出土遺物（1）
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ＳＩ２　（第９・10 図、第３表、PL２・３・９）

位置　F4・5グリッドに位置する。��規模　南北軸 3.18 ｍ、東西軸 3.20 ｍの方形を呈し、北壁と東壁でカ
マドが確認されている。��主軸方向　北カマドを基準にするとＮ－ 15°－Ｅを示し、東カマドを基準にす
るとＮ－ 106°－Ｅを示す。��壁　残存高は１期（旧）28㎝、２期（新）23㎝程度で垂直に立ち上がり、南・
西壁際で壁溝が確認されている。��床　平坦であるが中央が若干高くなっており、その中央から東カマド
前面にかけて顕著な硬化面が認められた。全体にローム粒を多めに含んだ褐色土で貼り床が施され、貼り
床下からさらにもう一面の貼床が確認された。下部の貼り床は南壁から北カマド前面にかけて硬化して
いた。��ピット　南壁寄り中央に１基が確認されている。配置から出入口施設等に伴う柱穴の可能性があ
る。覆土は締りの弱い暗褐色土が主体である。主柱穴とみられるピットは確認されなかった。��カマド　

第２表　ＳＩ１出土遺物観察表

第８図　ＳＩ１出土遺物（2）

0 10cm

(1/4)

0 10cm

(1/3)

15

16

17

15 ～ 17

14

挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
須恵器
坏

13.5・4.5・7.4 90％
雲母多，長石・石英
多，チャート少

良好
灰黄
2.5Y6/2

ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部一方向ヘラケズ
リ。

2
須恵器
坏

12.9・5.1・6.1 70％
雲母，大粒長石・石英
多，チャート少

良好
灰黄
2.5Y6/2

ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部一方向の丁寧な
ヘラケズリ。

3
須恵器
坏

13.4・4.5・6.8 80％
雲母少，長石，石英，
白色粒

良好
黄灰
2.5Y6/1

ロクロ成形。ロクロ目明瞭。体部下端手持ちヘラケズリ。底部
一方向の丁寧なヘラケズリ。

4
須恵器
坏

13.1・4.1・6.7 60％
長石・石英多，白色粒
多

良好
灰褐
7.5YR5/2

硬質。ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部一方向の
丁寧なヘラケズリ。

5
須恵器
坏

（13.6）・3.8・6.0 40％ 雲母少，長石，石英 良好
黄灰
2.5Y6/1

ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部一方向の丁寧な
ヘラケズリ。

6
須恵器
坏

―・〈4.3〉・（7.4）
体部下半～
底部

長石・石英多，白色粒
多

良好
灰
N5/

硬質。ロクロ成形。体部下端幅広の手持ちヘラケズリ。底部一
方向の丁寧なヘラケズリ。

7
須恵器
蓋

12.4・〈3.1〉・― 90％
大粒長石・石英多，白
色粒多

良好
灰
N4/

硬質。ロクロ成形。天井部回転ヘラケズリ。摘み部周辺ナデ。
摘み径3.2㎝，摘み高1.5㎝

8
須恵器
蓋

（12.6）・3.0・― 70％
大粒長石・石英，白色
粒

良好
灰
N5/

ロクロ成形。天井部回転ヘラケズリ。摘み部周辺ナデ。摘み径
2.6㎝，摘み高1.1㎝

9
土師器
甕

（23.6）・〈22.0〉・―
口縁部～胴
部片

雲母少，長石・石英，
赤褐色粒

普通
にぶい赤褐
5YR4/4

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデ胴部上半はナデ，下半は縦
方向のミガキであるが，焼砂が付着し，全体に調整不鮮明。内
面横方向ヘラナデ。

10
土師器
甕

23.0・〈12.7〉・― 20％
雲母，長石，石英多，
赤褐色粒

普通
にぶい赤褐
外：2.5YR5/4
内：5YR5/4

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ後ナデ。
内面横方向ヘラナデ。

11
須恵器
甕

23.9・〈12.3〉・―
口縁部～胴
上部

雲母，長石・石英少 普通
灰
5Y4/1

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデ。胴部は縦方向の平行タタ
キ。内面は凹みがあり無文の当て具痕か。

12
須恵器
甕

37.5・23.3・18.1 30％ 雲母，長石・石英多 普通
外：灰　5Y6/1
内：暗灰黄
2.5Y5/2

口縁部は外反し，口唇部わずかにツマミ上げ。胴部横方向の平
行タタキで，下端を手持ちヘラケズリ。内面はロクロナデ。下
端は指頭によるヨコナデで，上部に輪積痕が残る。

13
須恵器
甕

（35.0）・〈4.5〉・― 口縁部片 石英，白色粒 良好
外：暗青灰　5PB3/1
内：青灰　5PB5/1

口縁部極端な下方へのツマミ出し。胴部横方向の平行タタキ
後，縦方向の平行タタキで格子状になる。内面は斜方向のヘラ
ナデ。

14
須恵器
甑

―・〈10.7〉・（8.0）
胴下半～底
部

長石，石英，白色粒 良好
灰
N5/

胴部縦方向平行タタキで，下部は斜～横方向ヘラケズリ。底部
は5孔とみられ孔部はヘラケズリ調整。底面無調整。内面指頭に
よるナデ。

15
土製品
管状土錘

長：8.4・幅：3.0
孔：0.7

ほぼ完形 長石・石英多，角閃石 普通
にぶい黄橙
10YR7/4

重量：60.78ｇ
ヘラケズリ後ナデ。

16
土製品
管状土錘

長：〈4.7〉・幅：2.5
孔：0.7

40％ 長石，石英，赤褐色粒 普通
にぶい橙
7.5YR6/4

重量：22.23ｇ
全体に丁寧なナデ。

17
土製品
羽口ヵ

　長：〈3.2〉・幅：
〈3.2〉厚：〈2.8〉

破片 長石，赤褐色粒多 普通
灰白
10YR7/1

重量：16.33ｇ
表面強く被熱。
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土層説明
１．にぶい褐色土�7.5YR5/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 少量。締りあり、粘性弱。
２．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 中量。締りあり、粘性弱。
３．にぶい赤褐色土�5YR4/3　焼土粒φ 1 ～ 10mm 多量、炭化物粒を微量。締りあり、粘性弱。
４．暗褐色土�7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りあり、粘性弱。
５．灰褐色土�7.5YR4/2　焼土粒微量、粘土粒中量。締りあり・粘性弱。
６．黒褐色土�7.5YR3/1　焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
７．褐色土　�7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締りあり、粘性弱。
８．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 微量、炭化物粒微量。締り・粘性弱。
９．灰褐色土　7.5YR4/2　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りあり、粘性弱。

第９図　ＳＩ２

ピット一覧

カマド A

カマド A 掘り方

カマド B

カマド B 掘り方

2 期 １期

0 2m

(1/80)

0 1m

(1/40)

№ 1
長軸 34
短軸 31
深さ 28
単位＝㎝
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北壁中央部に設けられたカマドは、東側へ付け替えられた際に廃棄されたとみられ、屋外へ 40㎝掘り込
まれた煙道部のみが残存し、火床部とみられる被熱面も認められた。東壁中央部に設けられたカマドは全
長 118㎝で煙道部は屋外へ 65㎝掘り込まれている。燃焼部幅は 70㎝で、袖部は左袖 45㎝、右袖 34㎝が残
存する。��覆土　にぶい褐色・暗褐色土が混在し、東カマド前面から中央にかけて焼土ブロックを多量に
含んだにぶい赤褐色土が床面直上に広がっていた。��遺物　土師器 233 点（4,622g）、須恵器 78 点（1,096g）、
石製紡錘車１点（44g）が出土した。供膳具は土師器が主体となり、須恵器は坏の細片が少量みられる程
度である。��所見　本遺構は、床面の貼り替えから２期にわたる使用が確認された。カマドは残存状況よ
り床面を張り替えた際に北側から東側へ付け替えている。遺物は供膳具が須恵器から土師器に移行して
いる時期とみられ、最終的に使用された東カマドから出土した土師器の坏（第 10 図１）・皿（第 10 図２）
から、本遺構は９世紀後葉に廃棄され埋没したと考えられる。

カマド土層説明
カマドＡ
１．にぶい黄褐色土�10YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量、焼土粒φ 1 ～
　　　　　　　　　　　　　���5mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 10mm 中量。
　　　　　　　　　　　　　��締りあり、粘性なし。
２．暗褐色土 10YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量、焼土粒φ�1 ～ 10mm
　　　　　　�　　　　�微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 微量、炭化物粒極微量。
　　　　　　　　　　��締りあり、粘性弱。
３．にぶい黄褐色土 10YR5/3　焼土粒φ 1 ～ 10mm 少量、粘土粒φ 1 ～
　　　　　　　　　�3mm 多量、炭化物粒極微量。締りあり、粘性弱。
４．暗赤褐色土 5YR3/2　ローム粒極微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量、
　　　　　　　　　　��炭化物粒極微量。締り・粘性弱。
５．にぶい赤褐色土�5YR4/3　焼土粒φ 1 ～ 10mm 少量、粘土粒・ブロッ
　　　　　　　　　クφ 1 ～ 20mm 少量、炭化物粒微量。締り・粘性弱。
６．にぶい赤褐色土�5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
７．にぶい赤褐色土 5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 10mm 少量、炭化物粒微量。
　　　　　　　　　　　　　締り・粘性弱。

８．褐色土 7.5YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り、粘性弱。
９．灰褐色土 5YR6/2　焼土粒φ 1 ～ 10mm 微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 多量。
　　　　　　　　　　�締り非常にあり、粘性なし。
10.　にぶい黄褐色土�10YR5/3　焼土粒φ 1 ～ 10mm 微量、粘土粒φ 1 ～
　　　　　　　　　　　　　��5mm 多量。締り非常にあり、粘性なし。
11.　暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm
　　　　　　　　　　��微量。締りあり、粘性弱。
12.　褐色土�7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りあり、粘性弱。
カマド B
１．褐色土 10YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 5mm 中量。締りあり、粘性弱。
２．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。
　　　　　　　　　��締り・粘性弱。
３．暗褐色土�7.5YR3/3　焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。

第 10 図　ＳＩ２出土遺物

第３表　ＳＩ２出土遺物観察表
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挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
土師器
高台付坏

15.7・〈4.8〉・― 90％ 雲母多，長石，石英 普通
にぶい褐
7.5YR5/4

高台部欠損。ロクロ成形。底部回転ヘラケズリで高台部周縁ナ
デ。内面黒色処理で，底部一方向ミガキ後に，体部横方向のミ
ガキ。

2
土師器
高台付皿

13.9・2.9・7.7 90％ 雲母多，長石，石英 普通
にぶい褐
7.5YR5/4

口縁部の一部欠損。ロクロ成形。底部回転ヘラケズリで，高台
部貼り付け後ナデ。内面底部一方向ミガキ後に体部横方向のミ
ガキ。

3

土師器
小型甕

（14.0）・〈7.0〉・―
口縁部～
胴上部

雲母，長石多，石英 普通
にぶい赤褐

5YR5/3

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデ。胴部縦方向ヘラケズリ。
内面横方向ヘラナデ，工具痕が残る。内外面ともに輪積痕が残
る。

4

土師器
甕

24.0・10.8・― 口縁部～
胴部上半

雲母，長石，石英 普通
にぶい赤褐
5YR5/4

口唇部ツマミ上げ。口縁部～頸部ヨコナデ。胴部内外面ともに
ナデ。

5
石製品
紡錘車

径：4.0・厚：1.8
孔：0.8

完形 ― ―
灰オリーブ 5Y4/2
オリーブ黒 5Y3/2

重量：43.71ｇ　石材：不明　全体を磨り込み，台形状に成形。
光沢があり，表面を漆状のものでコーティングか。
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ＳＩ３　（第 11・12・13 図、第４表、PL３・４・10）

位置　C5・6、D5・6グリッドに跨って位置する。ＳＢ２を構成する２基の柱穴と重複し、本遺構が古い。��
規模　南北軸 4.40 ｍ、東西軸 4.50 ｍの方形を呈し、北壁と東壁でカマドが確認されている。��主軸方向��
北カマドを基準にするとＮ－ 10°－Ｅを示し、東カマドを基準にするとＮ－ 100°－Ｅを示す。��壁　残存
高は 75 ～ 85㎝で垂直に立ち上がり、壁溝が全周する。��床　ほぼ平坦で、北カマド前面と北東隅以外の
四隅を除き硬化面が認められた。掘り方は浅く、ローム粒を多量に含んだ明褐色土で貼り床が施されてい
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土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りあり、粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 10mm 中量、粘土粒φ 1 ～５mm 少量。締りあり、粘性弱。
３．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒少量。締り・粘性弱。
４．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
５．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量、粘土粒・ブロックφ 1 ～ 15mm 中量。締り・粘性弱。
６．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
７．褐色土 7.5YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 5mm 多量。締り・粘性弱。
８．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
９．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
10．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
11．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
12．暗褐色土 10YR3/4　焼土粒φ 1 ～ 5mm 中量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りあり、粘性弱。
13．明褐色土 7.5YR5/6　ローム粒多量。締り非常に強い、粘性弱。

第 11 図　ＳＩ３（1）

ピット一覧

0 2m

(1/80)

№ 1 2 3 4 5 6 7
長軸 40 45 70 54 31 23 43
短軸 36 40 60 48 30 22 40
深さ 36 46 42 53 6 29 38

単位＝㎝
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る。��ピット　７基が確認され、P1 ～ 4は規模から主柱穴とみられる。P5 は南壁寄り中央にあり、配置
から出入口施設等に伴う柱穴の可能性がある。P6・7は壁際で確認され、補助柱穴として用いられたと考
えられる。覆土は締りの弱い暗褐色・褐色土が主体となっている。��カマド　北壁中央部に設けられたカ
マドは、東側へ付け替えられた際に廃棄されたとみられ、屋外へ 50㎝掘り込まれた煙道部のみが残存する。
東壁中央部に設けられたカマドは全長120㎝で煙道部は屋外へ40㎝掘り込まれている。燃焼部幅は48㎝で、
袖部は左袖 45㎝、右袖 62㎝が残存する。��覆土　暗褐色・褐色土が主体で、含有物も少量であることか
ら自然堆積と考えられる。下層ほど締りが弱くなる。７層は壁からの崩落層とみられる。��遺物　土師器
175 点（4,690g）、須恵器 156 点（3,786g）、時期不明の陶器片１点（5g）が出土した。供膳具は須恵器が
主体となり、土師器は細片が認められる程度である。土師器皿（第 13 図 12）とした遺物は焼成前に破損
した甕の底部片を二次利用している。須恵器円面硯は脚部の細片であるが、覆土下層から出土している。�
所見　本遺構は、カマドの付け替えから２期にわたる使用が確認された。カマドは残存状況より上部床面
を張り替えた際に北側から東側へ付け替えている。遺物は供膳具が須恵器主体であること、盤や蓋が少量
ながら認められることなどの出土傾向から、ＳＩ１とさほど時期差はないと考えられるが、床直上から出
土した須恵器坏、東側カマドから出土した土師器甕は他よりも古相のものとみられる。遺構が他よりも深
かったことを考慮すると、９世紀前葉に廃棄され、中葉にかけて埋没したと考えられる。
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第 12 図　ＳＩ３（2）

カマド A カマド A 掘り方

カマド B カマド B 掘り方

0 1m

(1/40)
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カマド土層説明
カマドＡ
１．灰褐色土 7.5YR4/2　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm
　　　　　　�　　　　　微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 少量、炭化物微量。
　　　　　　　　　　　締り強、粘�性弱。
２．灰黄褐色土 10YR5/2　ローム粒φ 3 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 10
　　　　　　　　�mm 微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り・粘性強。
３．にぶい赤褐色土 5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 10mm 多量、炭化物粒微量。
　　　　　　　　　　　　　締り・粘性弱。
４．暗赤褐色土 5YR3/2　焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 10mm　
　　　　　　　　　　　微量、炭化物粒微量。締り・粘性弱。
５．にぶい黄褐色土 10YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、粘土粒φ 1 ～
　　　　　　　　　�　　　　　�5mm 中量。締り弱、粘性あり。
６．褐灰色土 10YR4/1　ロームブロックφ 10 ～ 20mm 微量、粘土粒φ 1
　　　　　　�　　　　�～ 10mm 多量。締り非常にあり・粘性なし。

７．にぶい橙色土 5YR6/3　焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒中量。
　　　　　　　　　　　　締りあり、粘性なし。
８．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量、締り・粘性なし。
９．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りあり、粘性弱。
カマド B
１．灰褐色土 7.5YR5/2　焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 中量。
　　　　　　　　　　��締りあり、粘性弱。
２．灰褐色土 7.5YR6/2　焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 中量。
　　　　　　　　　　��締りあり、粘性弱。
３．にぶい赤褐色土 5YR5/3　焼土粒・ブロックφ 1 ～ 15mm 中量、粘土
　　　　　　　　　　　　　�粒φ 1 ～ 5mm 少量。締りなし、粘性弱。
４．にぶい赤褐色土 2.5YR4/3　焼土粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り・粘性なし。
５．にぶい橙 7.5YR7/4　焼土粒微量、粘土粒多量。締りあり、粘性なし。
６．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒少量。締り・粘性弱。
７．にぶい赤褐色土 2.5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性なし。

第 13 図　ＳＩ３出土遺物

第４表　ＳＩ３出土遺物観察表
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挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
須恵器
坏

13.4・4.0・8.4 ほぼ完形
雲母，長石，白色粒，
チャート微

良好
灰黄
2.5Y7/2

口縁部わずかに欠損。ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズ
リ。底部周縁を不定方向の手持ちヘラケズリ。

2
須恵器
坏

（12.8）・4.2・（7.6） 40％ 雲母，長石・石英多 普通
灰黄
2.5Y6/2

ロクロ成形。底部周縁不定方向の手持ちヘラケズリで墨書
「□」あり。

3
須恵器
坏

（13.0）・3.7・（7.5） 30％
雲母，長石，石英，
チャート微

普通
灰黄
2.5Y6/2

ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部周縁を不定方向
の手持ちヘラケズリ。

4
須恵器
坏

（13.0）・3.8・（7.8） 30％
雲母，長石・石英多，
チャート

良好
黄灰
2.5Y5/1

ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部周縁を不定方向
の手持ちヘラケズリ。

5
須恵器
坏

13.2・4.9・7.7 70％
雲母細粒，大粒石英，
長石

良好
灰白
5Y8/1

軟質。ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部周縁を不
定方向の手持ちヘラケズリ。

6
須恵器
坏

（12.8）・5.1・（7.4） 30％
長石・石英少，白色粒
微

良好
灰
10Y5/1

竪致。ロクロ成形。体部下端～底部手持ちヘラケズリ。

7
須恵器
高台付盤

（22.0）・3.9・（13.4）20％ 雲母，長石・石英多 良好
暗灰黄
2.5Y4/2

ロクロ成形。底部回転ヘラケズリ・高台部貼り付け後ナデ。

8
須恵器
蓋

14.8・3.8・― 60％
雲母微，長石・石英
多，大粒チャート少

良好
灰
N4/

硬質。ロクロ成形。天井部回転ヘラケズリ。摘み部周辺ナデ。
摘み径2.7㎝，摘み高1.5㎝

9
須恵器
蓋

（15.4）・〈2.9〉・― 50％ 雲母多，長石・石英多 普通
灰白
5Y7/1

ロクロ成形。天井部回転ヘラケズリ。摘み部欠損。

10
土師器
甕

16.5・18.5・7.8 完形 雲母，長石・石英多 普通
にぶい黄褐
10YR5/3

口唇部ツマミ上げ。口縁部～頸部ヨコナデ。胴部上半ナデ，下
半ヘラケズリ後縦方向ミガキ。底部木葉痕。内面ナデ。

11
土師器
甕

22.0・〈15.7〉・― 20％ 雲母，長石，石英 普通
にぶい橙
7.5YR6/4

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデ。胴部上半ナデ，下半横方
向ヘラケズリ後縦方向のミガキ。内面横方向ヘラナデ。

12
土師器
皿

12.4・2.8・8.8 90％
雲母，長石，石英，赤
褐色粒微

普通
にぶい褐
7.5YR5/3

胴部縦方向ミガキ。底部木葉痕。内面ヘラケズリ。口縁となる
部分まで，焼成前にヘラケズリを施す。土師器甕の底部と同様
の形態で整作途中の二次利用とみられる。

13
須恵器
円面硯

―・（4.0〉・（16.0） 脚片部
針状物，白色粒，黒色
粒

良好
灰
5Y6/1

方形状の透かし。下部に断面三角状の突帯が巡る。内面自然釉
がかかる。
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ＳＩ４　（第 14・15 図、第５表、PL４・５・10）

位置　C5 グリッドに位置する。��規模　南北軸 3.94 ｍ、東西軸 3.10 ｍの南北に長い長方形を呈する。��
主軸方向　Ｎ－ 15°－Ｅを示す。��壁　残存高は１期（旧）55㎝、２期（新）45㎝で垂直に立ち上がり、
壁溝が全周する。��床　ほぼ平坦ではあるが若干の起伏がある。四隅を除いて硬化面が認められた。全体
にロームブロックを多量に含んだ褐色土で貼り床が施され、貼り床下からさらに硬化面が確認された。下
部の硬化面は直床として利用されたと考えられ、北壁側は段差を持って硬化面が途絶えていたため、北側
へ拡張されていることがわかった。拡張前の規模は南北軸 3.20 ｍ、東西軸 3.10 ｍの方形であった。��ピッ

ト　南壁寄り中央に１基が確認されている。配置から出入口施設等に伴う柱穴の可能性がある。覆土は
締りの弱い褐色土である。主柱穴とみられるピットは確認されなかった。��カマド　北壁中央部に設けら
れている。全長は 107㎝で煙道部は屋外へ 52㎝掘り込まれ構築されている。燃焼部幅は 50㎝で、袖部は
左袖 30㎝、右袖 52㎝が残存する。��覆土　暗褐色・褐色土が主体で、含有物も少量であることから自然
堆積と考えられる。下層ほど締りが弱くなる。９層は壁からの崩落層とみられる。��遺物　土師器 128 点
（1,287g）、須恵器 116 点（2,266g）、鉄鏃１点（10g）、鉄滓１点（191g）が出土した。供膳具は土師器、
須恵器が同様の数量である。��所見　本遺構は、北側部分の拡張された痕跡から、２期にわたり使用され
ていたことが確認された。遺物は供膳具が須恵器と土師器が混在しており、須恵器皿（第 15 図２）が認
められることから、本遺構は９世紀中葉～後葉にかけて埋没したと考えられる。
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土層説明
１．黒褐色土 7.5YR3/2　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、炭化物粒微量。締りあり、粘性弱。
２．褐色土　7.5YR4/3　�ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量。締り・粘性弱。
３．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
４．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
５．褐色土　7.5YR4/3　�ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20mm 微量。締り・粘性弱。
６．褐色土　7.5YR4/4　�ローム粒少量。締り・粘性弱。　　　　
７．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
８．にぶい赤褐色土 5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 10mm 中量、粘土粒少量。締り・粘性弱。
９．褐色土　7.5YR4/3　�ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
10．褐色土　7.5YR4/3　�ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
11．褐色土　10YR4/4　��ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20mm 多量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 少量。
　　　　　　　　　　���締り非常に強い、粘性弱。
12．褐色土　10YR4/6　��ローム粒φ 1 ～ 10mm 中量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量、灰微量。締りあり、粘性弱。

第 14 図　ＳＩ４（1）

ピット一覧

２期 1 期

0 2m

(1/80)

№ 1
長軸 25
短軸 23
深さ 17
単位＝㎝
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ＳＩ５　（第 16・17・18 図、第６表、PL５・10・11）

位置　C2・3グリッドに位置する。南東隅が調査区外になる。��規模　南北軸 3.92 ｍ、東西軸 3.90 ｍの方
形を呈する。��主軸方向　Ｎ－５°－Ｅを示す。��壁　残存高は 20～ 40㎝で垂直に立ち上がり、北壁西側を
除き、壁溝がほぼ全周する。��床　平坦ではあるが西壁に向かってわずかな傾斜が認められる。北東隅と壁
際を除いて硬化面が認められる。掘り方は、中央を高く残して壁側を環状に浅く掘り込み、全体にローム
ブロックを含んだ褐色土で貼り床が施されている。��貯蔵穴　北東寄りで確認された。規模は東西74㎝、南
北 70㎝の円形で、深さは 45㎝を測る。覆土は暗褐色・褐色土主体で、上面に焼土と粘土の混在したにぶい
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カマド土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/3　焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量、
　　　　　粘土粒微量。締り・粘性弱。
２．暗赤褐色土 5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 10mm
　　　　　微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量、　　　
　　　　　粘土粒φ 1 ～ 3mm 微量、炭化物粒微量。
　　　　　締り・粘性弱。
３．にぶい赤褐色土 5YR4/3　焼土粒φ�1 ～ 5mm
　　　　　中量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・
　　　　　粘性弱。
４．暗赤褐色土 5YR3/4　焼土粒φ 1 ～ 3mm�少量。
　　　　　締り・粘性弱。
５．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒微量、焼土粒φ
　　　　　1 ～ 5mm 微量、 粘土粒φ 1 ～ 3mm　
　　　　����少量、炭化物粒微量。
������������������締り弱、粘性あり。
６．にぶい赤褐色土 2.5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 3mm
　　　　　多量。締りなし、粘性弱。
７．にぶい黄褐色土 10YR5/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm
　　　　　微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量、�
　　　　　粘土粒φ 1 ～ 3mm 多量。
������������������締りあり、粘性弱。
８．褐色土 10YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。
　　　　　締りあり、粘性弱。

第 15 図　ＳＩ 4（2）、出土遺物

第５表　ＳＩ４出土遺物観察表
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挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
土師器
高台坏坏

―・〈1.9〉・―
体部下端～
底部片

針状物白色粒，透明
粒，角閃石微

良好
にぶい赤褐
5YR5/4

体部下端ヘラケズリ。高台部貼り付け後ナデ。内面黒色処理
で，体部横方向，底部一方向のミガキ。

2
須恵器
高台付皿

13.8・3.3・6.0 60％ 雲母，長石・石英多 普通
暗灰黄
2.5Y5/2

ロクロ形成。高台部貼り付け後強くナデ。

3
土師器
小型甕

（13.1）・〈6.7〉・―
口縁部～胴
上半分片

雲母，長石・石英多 普通
にぶい褐
7.5YR5/3

口唇部ツマミ上げ。口縁部～頸部ヨコナデで輪積痕がわずかに
残る。胴部縦方向ヘラケズリ。内面横方向ヘラナデ。

4
須恵器
甕

（22.0）・〈10.1〉・―
口縁部～胴
上部

雲母，長石・石英多 普通
暗灰黄
2.5Y5/2

口唇部上方ツマミ上げ。口縁部～頸部ヨコナデで輪積痕が残
る。胴部縦方向の平行タタキ。胴部内面は指頭による押圧痕が
目立つ。

5
鉄製品
鏃

6 鉄滓

長：〈8.7㎝〉　幅：1.9㎝　重量：11.13ｇ　先端部欠損。

長：5.3㎝　幅：8.6㎝　厚さ：4.3㎝　重量：191.74ｇ
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赤褐色土が認められる。��ピット　南壁寄り中央に１基が確認されている。配置から出入口施設等に伴う柱
穴の可能性がある。覆土は締りの弱い褐色土であるが、壁寄りは浅く締りのある褐色土になっている。��カ
マド��北壁中央部に設けられている。全長は 93㎝で煙道部は屋外へ 35㎝掘り込まれ構築されている。燃焼
部幅は 45㎝で、袖部は左袖 20㎝、右袖 48㎝が残存する。��覆土　締りの強い粘土粒を多量に含んだ灰褐色
土と、焼土粒を多量に含んだにぶい赤褐色土が主体で炭化材も確認され、焼失した家屋とみられる。��遺物��
土師器 235点（6,476g）、須恵器 81点（7,018g）、灰釉陶器１点（463g）、紡錘車を含めた土製品２点（86.2g）、
石製の腰帯具（巡方）１点（26.5g）、鉄製鎌１点（60.9g）が出土した。図示された遺物などは建物の東側に
まとまる傾向にあるが、石製巡方は西側からの出土である。供膳具は須恵器坏が一定量見られるものの土
師器坏・高台付坏が中心になっている。さらに須恵器では大きめの甕が認められるが、それ以外は焼成も
良くないものが目立つ。��所見　遺物は供膳具が土師器主体へ移行する時期とみられ、須恵器坏（第 17図
12～ 14）の体部に丸みを持つ形態や底部の調整などから、本遺構は９世紀後葉に埋没したと考えられる。
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第 16 図　ＳＩ５

カマド掘り方
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カマド土層説明
１．黒褐色土 7.5YR3/1　焼土ブロックφ 5mm 微量、粘土ブロックφ 1　　
　　　　　������������������mm 微量。締りあり、粘性弱。
２．にぶい赤褐色土 5YR4/3　焼土粒・ブロックφ 1 ～ 5mm 中量。　　　
　　　　　　��������������������������締り・粘性弱。
３．暗赤褐色土 5YR3/4　焼土粒少量。締り・粘性弱。
４．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒微量。締り・粘性弱。
５．黒褐色土 7.5YR3/2　ローム粒微量、焼土粒微量。締り・粘性弱。

６．にぶい赤褐色土 5YR4/4　焼土粒・ブロックφ 1 ～ 3mm 中量。　　
　　　　　　　�����������������������締り・粘性弱。
７．灰褐色土 7.5YR5/2　ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20 ｍｍ多量、焼土粒
　　　　　　　　　　�� φ 1 ～ 3 ｍｍ少量、 粘土粒φ 1 ～ 5 ｍｍ中量。
　　　　　　　　　��　�締り・粘性あり。
８．褐色土　7.5YR4/6　ローム粒・ブロックφ 1～ 3mm中量。締り・粘性弱。

土層説明
１．灰褐色土 7.5YR4/2　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 10mm　
　　　　　少量、粘土粒φ 1 ～ 5mm 多量。締り非常に強い、粘性なし。
２．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。
　　　　　�������������������締り・粘性弱。
３．にぶい赤褐色土 5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 10mm 多量、粘土粒φ 1 ～
　　　　　　　　　���������������10mm 少量。締りあり、粘性弱。
４．褐色土　7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 多量。締りあり、粘性弱。
５．褐色土　7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
６．にぶい赤褐色土 5YR4/4　焼土粒φ 1 ～ 3mm 少量、粘土粒φ 1 ～
　　　　　　　　　��������������5mm 少量。締り・粘性弱。

７．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 5mm
　　　　　　微量、粘土粒φ 1 ～ 3mm 少量、炭化物粒微量。締り・粘性弱。
８．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量、炭化物粒微量。　　
　　　　���������������締り・粘性弱。
９．褐色土　7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性弱。
10．褐色土　7.5YR4/6　ローム粒多量。締りあり、粘性弱。
11．灰褐色土 7.5YR4/2　ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20mm 微量、焼土粒
　　　　　　φ 1 ～ 5mm微量、粘土粒φ 1 ～ 5mm中量。締りあり、粘性弱。
12．褐色土　7.5YR4/3　ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20mm 中量。
　　　　　����������������　締りあり、粘性弱。

第 17 図　ＳＩ５出土遺物（1）
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第 18 図　ＳＩ５出土遺物（2）

第６表　ＳＩ５出土遺物観察表
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挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
土師器
坏

13.9・4.8・6.4 ほぼ完形
雲母微，針状物微，白
粒粒，透明粒

普通
暗褐
7.5YR3/3

口縁部わずかに欠損。ロクロ成形。体部外面油煙付着。底部丸
底気味で手持ちヘラケズリ。内面黒色処理で横方向ミガキ。

2
土師器
坏

（14.7）・4.2・5.0 60％
雲母多，長石，石英，
チャート微

普通
にぶい橙
7.5YR6/4

ロクロ成形。体部下端～底部にかけて，ヘラケズリとみられる
が摩耗顕著で調整不鮮明。内面黒色処理で底部一方向のミガキ
後，体部横方向のミガキ。

3
土師器
坏

（13.6）・3.4・5.0 50％
雲母多，長石，石英，
チャート微

普通
橙
5YR6/6

ロクロ成形。体部下端手持ちヘラケズリ。底部一方向ヘラケズ
リ。内面黒色処理で，底部一方向のミガキ後体部横方向のミガ
キ。

4
土師器
坏

―・〈3.4〉・― 口縁部片
針状物，長石，チャー
ト，透明粒

普通
にぶい橙
7.5YR6/4

ロクロ形成。体部外面に横位の墨書「大ヵ田」。内面黒色処理
で，横方向のミガキ。

5
土師器
坏

13.2・4.1・6.0 80％ 雲母少，白色粒 普通
にぶい褐
7.5YR5/4

ロクロ成形。体部外面に油煙付着。底部一方向のヘラケズリで
切り離し痕がわずかに残る。内面底部一方向のミガキ後体部横
方向のミガキ。

6
土師器
坏

13.8・4.3・7.2 90％
雲母，針状物，白粒
粒，赤褐色粒

普通
橙
7.5YR6/6

ロクロ成形。体部油煙付着，逆位の墨書「内」。底部回転ヘラ
切り離し後無調整。

7
土師器
坏

13.6・3.8・7.8 完形
雲母，長石・石英多，
チャート

普通
灰褐
7.5YR5/2

ロクロ成形。底部回転ヘラ切り離し後未調整。

8
土師器
坏

14.0・3.7・7.4 90％
長石，チャート，角閃
石，赤褐色粒

普通
にぶい橙
7.5YR7/4

ロクロ成形。口縁部歪み。体部下端手持ちヘラケズリ。底部丸
底気味で一方向のヘラケズリ。

9
土師器
高台付坏

（16.0）・6.2・6.6 50％ 雲母多，長石，石英 普通
にぶい褐
7.5YR5/3

ロクロ成形。高台部貼り付け後ナデ。内面黒色処理で，体部下
端～底部一方向のミガキ後，体部横方向のミガキ。

10
土師器
高台付坏

（14.9）・5.7・（7.8） 30％
雲母，長石・石英少，
白色粒，赤褐色粒

普通
にぶい褐
7.5YR5/4

ロクロ成形。高台部周縁ナデ。内面黒色処理で，内面体部横方
向のミガキ。

11
土師器
高台付坏

13.8・5.9・7.9 80％
長石・石英少，透明
粒，赤褐色粒

普通
明赤褐
5YR5/6

ロクロ成形。高台部周縁ナデ。体部内外面約半分は油煙付着。

12
須恵器
坏

14.5・4.6・7.0 90％ 雲母，長石・石英多 普通
灰黄
2.5Y7/2

ロクロ成形。底部回転ヘラ切り離し後無調整。

13
須恵器
坏

14.2・4.3・6.2 ほぼ完形 雲母少，長石・石英多 普通
灰黄褐
10YR5/2

ロクロ成形。底部回転ヘラ切り離し後無調整。

14
須恵器
坏

（13.4）・3.9・（6.8） 40％
雲母少，長石・石英
少，チャート少

普通
黄灰
2.5Y5/1

ロクロ成形。底部不定方向ヘラケズリ。

15
土師器
甕

15.8・19.2・8.2 ほぼ完形 雲母少，長石，石英 普通
暗赤褐
5YR3/2

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデ。胴部上半～中位縦方向ヘ
ラケズリ後ナデ，下部横方向ヘラケズリ。内面頸部に輪積痕が
残り，胴上部は木口状工具によるヨコナデ，以下横方向のヘラ
ナデ。

16
土師器
甕

（19.9）・〈11.5〉・―
口縁部～胴
部上半

雲母少，長石，石英，
赤褐色粒

普通
黒褐
7.5YR3/2

口唇部外側へツマミ出し。口縁部ヨコナデ。胴部指頭による縦
方向ナデ。内面横方向ヘラナデ。

17
土師器
甕

―・11.0・13.9
胴部下半～
底部

雲母，長石・石英多，
チャート微，赤褐色粒

普通
にぶい橙
7.5YR6/4

胴下部横方向ヘラケズリ。底部不定方向ヘラケズリ。内面横方
向ヘラナデ。

18
土師器
甑

29.2・〈22.7〉・― 50％ 雲母，長石，石英 普通
にぶい黄褐
10YR5/3

内外面ともロクロナデ。口唇部面取り。口縁部に輪積痕が残
る。把手部は貼り付け後，指頭により舌状に成形。

19
須恵器
長頸瓶ｶ

―・〈11.0〉・10.8 40％ 雲母，長石，石英 普通
にぶい橙
7.5YR6/4

外面は器面荒れ調整不鮮明。高台部貼り付け。内面ヨコナデで
下部に輪積痕と粘土紐の端部が残る。

20
灰釉陶器
長頸瓶

―・〈15.1〉・7.9 70％ 長石，石英，黒色粒 良好
灰黄褐
10YR6/2

頸部欠損。ロクロ成形。高台部貼り付け後ナデ。

21
土製品
紡錘車

径：6.0・孔：0.8
厚：1.7

ほぼ完形 雲母，長石，赤褐色粒 普通
黒
1.5N/

重量：57.29ｇ
端部わずかに欠損。全体にミガキ，黒色処理。

22
土製品
羽口

長：5.1・幅：4.1
厚：2.0

破片 長石，石英，チャート 普通
にぶい黄褐
10YR5/4

重量：28.94ｇ
表面強く被熱。

23
石製品
腰帯具
（巡方）

長：3.6・幅：3.8
厚：0.7

完形 ― ―
灰白
10Y8/1

重量：26.50ｇ　石材：流紋岩。
表面に漆が部分的に付着。黒漆を塗った「烏油腰帯」とみられ
る。裏面に潜り孔４ヶ所。

24
鉄製品
鎌

長：9.8・幅：3.2
厚：0.4

約50％ ― ― ―
重量：60.87ｇ
端部折り曲げ。表裏面に木質錆あり。
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ＳＩ６　（第 19・20 図、第７表、PL６・12）

位置　B・C4グリッドに位置する。西側約半分が調査区外になる。��規模　南北軸 4.20 ｍ、東西軸 4.10 ｍ
以上の方形を呈する。��主軸方向　東壁を軸線とした場合、Ｎ－０°を示す。��壁　残存高は 25 ～ 30㎝で
やや外傾して立ち上がり、壁溝がほぼ全周する。��床　平坦ではあるが西壁に向かってわずかな傾斜が認
められる。北東隅から北壁際を除いて硬化面が認められる。掘り方は、中央を高く残して壁側を環状に浅
く掘り込み、全体に大き目のローム粒を多量に含んだ褐色土で貼り床が施されている。��ピット　南東隅
寄りに１基が確認されているが、規模や他に関連するピットが認められないことから、主柱穴とは言及で
きない。覆土は締りの弱い褐色土である。��カマド　調査区内では確認されなかった。��覆土　暗褐色土
を主体とし、含有物がほとんど認められないことから自然堆積とみられる。��遺物　土師器165点（3,754g）、
須恵器 146 点（4,140g）、灰釉陶器１点（330g）、瓦１点（46g）、鉄滓３点（70g）が出土した。供膳具は
須恵器坏が一定量見られるものの土師器坏・高台付坏が中心である。本遺構からは土師器・須恵器の墨

書土器が目立ち、そのほとんど
が「大・田」と書かれている。ま
た須恵器では耳皿１点（第 20 図
17）が出土した。��所見� �遺物は
供膳具が土師器主体へ移行する時
期とみられ、須恵器は坏以外の器
種があまり見られない中、須恵器
高台付皿（第 20 図 15・16）が認
められることから、本遺構は９世
紀中葉～後葉にかけて埋没したと
考えられる。
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土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量。締りあり、粘性弱。
２．暗褐色土 7.7YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量、粘土粒微量。締り・粘性弱。
３．褐色土　7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量、焼土粒φ 1mm 極微量。締り・粘性弱。
４．褐色土　7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
５．褐色土　7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 中量。締り・粘性弱。
６．褐色土　7.5YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 10mm 多量。締りあり、粘性弱。

第 19 図　ＳＩ６、出土遺物（1）
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ＳＩ７　（第 21 図、第８表、PL６・12）

位置　B4・5グリッドに位置する。北東側の大部分が調査区外になる。��規模　南北軸1.80ｍ以上、東西軸4.00
ｍ以上で方形を呈すると考えられる。��主軸方向　西壁を軸線とした場合、Ｎ－ 10°－Eを示す。��壁　残
存高は 72 ～ 80㎝でほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は調査範囲内では全周している。��床　若干の凹凸が認
められ、調査範囲内で硬化面は確認されない。掘り方は、壁側を環状に浅く掘り込み、大き目のローム粒
を多量に含んだ褐色土で貼り床が施されている。��ピット　掘り方において調査区外にかかり１基が確認
されている。覆土は締りの弱い褐色土である。��カマド　調査区内では確認されなかった。��覆土　暗褐色
土を主体とした自然堆積とみられる。壁際から床直上にかけてはローム粒を多めに含む褐色土が堆積して
いる。��遺物　土師器 119 点（1,522g）、須恵器 63点（1,044g）が出土した。調査区外の部分が多く出土量
は限定的だが、供膳具は須恵器坏が一定量見られるものの土師器坏・高台付坏が中心である。所見� �土師
器高台付皿（第21図１）や土師器中心の出土傾向から、本遺構は９世紀後葉にかけて埋没したと考えられる。

第 20 図　ＳＩ６出土遺物（2）
第７表　ＳＩ６出土遺物観察表

0 10cm

(1/4)

13 14

15 16 17

挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
土師器
坏

14.0・3.9・7.5 90％
長石，石英，チャー
ト，赤褐色粒

普通
橙
5YR7/6

ロクロ成形。体部に横位の墨書「大田」。体部下端～底部回転
ヘラケズリ。内面黒色処理で，底部一方向ミガキ後体部横方向
ミガキ。

2
土師器
坏

14.1・4.0・6.4 70％
雲母，長石・石英少，
チャート微，砂粒多

普通
にぶい褐
7.5YR5/3

ロクロ成形。体部に判読不明の墨書あり。体部下端～底部手持
ちヘラケズリとみられるが摩耗し調整不鮮明。内面黒色処理で
底部一方向ミガキ後体部横方向ミガキ。

3
土師器
坏

12.6・4.2・6.0 60％ 針状物，透明粒 良好
浅黄橙
7.5YR8/4

ロクロ成形。底部回転糸切り離し後，周縁～体部下端にかけて
回転ヘラケズリ。内面黒色処理で底部一方向ミガキ後直交した
まばらなミガキ。体部横方向ミガキ。

4
土師器
坏

（16.0）・〈4.4〉・― 20％
針状物微，透明粒，
チャート微

普通
橙
5YR6/6

ロクロ成形。体部に横位の墨書「□田」。内面黒色処理で，体
部横方向のミガキ後下端で不定方向のまばらなミガキ。

5
土師器
坏

―・〈4.1〉・―
口縁部～体
部片

針状物，透明粒，
チャート少

普通
橙
7.5YR6/6

ロクロ成形。体部に横位の墨書「大」。内面黒色処理で，横方
向ミガキ。

6
土師器
坏

―・〈2.5〉・― 口縁部片 針状物，長石，角閃石 普通
橙
5YR7/6

ロクロ成形。体部に横位の墨書「大」。内面黒色処理で，横方
向ミガキ。

7
土師器
高台付坏

15.6・5.1・7.4 80％
雲母，長石，石英，
チャート

普通
にぶい褐
7.5YR6/3

ロクロ成形。体部に逆位の墨書「大田」。体部下端～底部回転
ヘラケズリ。高台部周辺ナデ。内面黒色処理で底部不定方向ミ
ガキ後体部横方向ミガキ。

8
土師器
高台付坏

（14.3）・6.0・8.2 60％
雲母，長石，石英，赤
褐色粒

普通
にぶい褐
7.5YR5/3

ロクロ成形。底部回転ヘラケズリ。高台部周辺ナデ。内面黒色
処理で底部一方向ミガキ後体部横方向ミガキ。

9
土師器
高台付坏

（13.9）・5.8・7.2 50％
雲母，長石，石英，
チャート微

普通
にぶい黄橙
10YR6/3

ロクロ成形。体部に横位の墨書「大」。内面黒色処理で底部一
方向ミガキ後体部横方向ミガキ。

10
土師器
高台付坏

―・〈3.1〉・― 30％
雲母，長石，石英，
チャート微

普通
にぶい褐
7.5YR5/4

ロクロ成形。体部に判読不明の墨書あり。体部下端～底部回転
ヘラケズリ。高台部剥離。内面黒色処理で底部一方向ミガキ後
体部横方向ミガキ。

11
須恵器
坏

―・〈2.9〉・5.5 30％
雲母，大粒長石，石
英，チャート少

普通
灰黄褐
10YR5/2

ロクロ成形。体部下端～底部回転ヘラケズリ。内面に油煙付
着。

12
須恵器
坏

―・〈1.7〉・6.5 20％ 雲母，長石，石英 普通
灰黄
2.5Y6/2

ロクロ成形。底部一方向ヘラケズリ。

13
須恵器
坏

―・〈3.2〉・― 口縁部 雲母，長石，石英少 普通
灰黄
2.5Y6/2

ロクロ成形。体部に横位の墨書「□田」。

14
須恵器
高台付坏

―・〈4.8〉・8.5 40％
雲母少，針状物微，長
石，石英，チャート

良好
灰
5Y5/1

ロクロ成形。体部下端～底部回転ヘラケズリ。高台周辺をナ
デ。

15
須恵器
高台付皿

13.5・4.3・5.8 80％ 雲母，長石，石英 良好
灰黄
2.5Y6/2

ロクロ成形。口縁部の歪み大。体部に横位の墨書「大田」。高
台部貼り付け後周辺ナデ。底部は高台部内側全体に墨に覆われ
る。

16
須恵器
高台付皿

14.2・2.8・7.8 40％
雲母，長石，石英，
チャート

良好
灰黄
2.5Y7/2

ロクロ成形。高台部貼り付け後周辺をナデ。

17
須恵器
耳皿

（8.5）・〈2.8〉・5.5 80％
針状物微，長石・石英
少，チャート，白色粒

良好
灰白
5Y7/1

口縁部欠損。ロクロ成形。高台部貼り付け後周辺をナデ。



-　22　-

第４節　掘立柱建物跡

ＳＢ１　（第 22 図、PL６）

位置　B4 グリッドに位置し、北東側が調査区外になる。��構造・規模　側柱建物跡とみられる。南北２
間（3.20 ｍ）以上、東西２間（3.50 ｍ）以上で、調査区内での桁行・梁行は把握できない。柱間寸法は
P1・2間 1･90 ｍ、P2・3間 1.60 ｍ、P3・4間 1.60 ｍを測る。��主軸方向　P1～ 3列を桁行と見た場合の
方向はＮ－ 82°－Ｗを示す。��柱穴　柱穴は４基が確認され、柱掘り方はいずれも方形を基調としている。��
覆土　暗褐色・褐色土を主体とし、P4 では焼土粒・焼土ブロックが全体に含まれていた。いずれにも柱
痕跡が確認され、径は概ね 30 ～ 40㎝に収まるが、P1 は径が大きく抜き取り痕の可能性がある。��遺物��
土師器 12 点（76g）、須恵器 17 点（221g）が出土した。細片のみの出土で、土師器・須恵器ともに甕の
破片が中心である。��所見　遺物から時期を推定するのは困難であるが、柱掘り方や主軸方向が SB2 に類
似しており、本遺構は SB2 と同時期の９世紀後葉に埋没した可能性が考えられる。
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土層説明
１．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm
　　　　　少量、焼土粒φ 1 ～ 10mm 微量。
　　　　　締り・粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm
　　　　　少量、 焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。　
　　　　　締り・粘性弱。
３．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm
　　　　　少量、 焼土粒φ 1 ～ 5mm 少量。　
　　　　　締り弱、粘性ややあり。
４．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～�5mm
　　　　　中量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。
　　　　　締りあり、粘性弱。
５．褐色土 7.5YR4/6　ローム粒φ 1 ～�3mm
　　　　　中量。締り・粘性弱。
６．褐色土 7.5YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 5mm
　　　　　多量。締り・粘性弱。
７．褐色土 10YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 10mm
　　　　　多量。締り非常にあり、粘性弱。

第 21 図　ＳＩ７、出土遺物

第８表　ＳＩ７出土遺物観察表

ピット一覧
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〈  〉は残存値　単位＝㎝

挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
土師器
高台付皿

（13.3）・2.2・（6.2） 30％
雲母少，白色粒，透明
粒

普通
にぶい橙
7.5YR6/4

ロクロ成形。体部下端～底部回転ヘラケズリ。高台部貼り付け
後ナデ。内面黒色処理で底部一方向ミガキ後体部横方向ミガ
キ。

2
須恵器
坏

―・〈3.7〉・（5.6） 20％
雲母，長石，石英，
チャート

普通
灰黄褐
10YR5/2

ロクロ成形。体部下端手持ち回転ヘラケズリ。底部一方向ヘラ
ケズリ。

3
土師器
甕

（21.2）・〈8.7〉・―
口縁部～胴
部上半

雲母，長石・石英多，
チャート

普通
外：赤褐　5YR4/6
内：にぶい橙
7.5YR6/4

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデで内面に輪積痕が残る。胴
部上半ナデ。中位で以下ヘラ状工具痕が残り，縦方向ヘラケズ
リか。内面横方向ヘラナデ。

4
土師器
甕

―・〈2.5〉・7.8 底部片
雲母，長石・石英多，
チャート微

普通
にぶい赤褐
5YR5/4

胴部下端縦方向ミガキ。底部木葉痕。内面ヘラ状工具による調
整。

5
須恵器
甕

（28.0）・〈7.1〉・―
口縁部～頸
部

雲母，長石，石英，白
色粒

普通
外：褐灰　10YR5/1
内：灰黄褐 10YR5/2

口唇部ツマミ上げ。口縁部ヨコナデ。胴部縦方向平行タタキ。
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ＳＢ２　（第 23 図、第９表、PL６・７・12）

位置　C6・D5・6 グリッドに位置し、東側が調査区外になる。SI3 と重複し、本遺構が新しい。��構造・

規模　側柱建物跡で、桁行３間（6.60 ｍ）梁行２間（4.80 ～ 5.00 ｍ）の南北棟となる。柱間寸法は P1・2
間 2.80 ｍ、P2・3・4間各 2.10 ｍ、P4・5・6間各 2.40 ｍで一定ではない。��主軸方向　Ｎ－６°－Ｅを示す。
柱穴　柱穴は７基が確認され、柱掘り方はいずれも方形を基調としている。��覆土　暗褐色・褐色土を主
体としている。P3～5を除き柱痕跡が確認され、径は概ね30～40㎝に収まる。��遺物　土師器27点（212g）、
須恵器 18 点（145g）、灰釉陶器１点（6g）が出土した。７基の柱穴の内５基（P1・2・5 ～ 7）から細片
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土層説明
１．黒褐色土 7.5YR3/2　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1mm
　　　　　　　　　　　極微量。締り・粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
３．暗褐色土 7.5YR3/3　ロームブロック微量。締り・粘性弱。
４．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm　
　　　　　　�　　　　　微量。締り・粘性弱。
５．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量。締り・粘性弱。
６．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量。締り・粘性弱。
７．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20mm 中量。締り・粘性弱。
８．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 多量。締り・粘性弱。
９．褐色土 7.5YR4/6　ローム粒φ 1 ～ 5mm 多量。締りあり、粘性弱。
10．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 中量。締り・粘性弱。
11．暗褐色土�7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
12．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20mm 多量。締り・粘性弱。
13．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り・粘性弱。

14． 暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土φ 1 ～ 3mm 極
　　　　　　　　　　　微量。締り・粘性弱。
15．褐色土　�7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
16．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
17． 暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 5mm
　　　　　　　　　　　�微量。締り・粘性弱。
18．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 3mm
　　　　　　　　　　　微量、炭化物粒極微量。締り・粘性弱。
19．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm
　　　　　　　　　　　微量。締り・粘性弱。
20．暗赤褐色土 5YR3/4　ロームブロックφ 1 ～ 20mm 少量、焼土粒
　　　　　　　　　　　φ 1 ～ 3mm 少量、締り・粘性弱。
21．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量、焼土φ 1 ～ 3mm
　　　　　　　　　　　微量。締り・粘性弱。

土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒少量。締り・粘性弱。
２．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
３．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
４．褐色土 7.5YR4/4　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
５．褐色土 7.5YR4/6　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り・粘性弱。
６．黒褐色土 7.5YR3/2　ローム粒φ 1 ～ 3mm微量、炭化物微量。締り・粘性弱。
７．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
８．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
９．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量。締り・粘性弱。
10．褐色土 7.5YR4/6　　ローム粒・ブロックφ 1～ 20mm多量。締り・粘性弱。
11．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
12．褐色土 7.5YR4/6　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り・粘性弱。
13．黒褐色土 7.5YR2/2　ローム粒φ 1mm 極微量。締り・粘性弱。
14．黒褐色土 7.5YR2/2　ローム粒φ 1 ～ 3mm 極微量、黒色土極微量。　　
　　　　　　　　　　締り・粘性弱。
15．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。

16．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
17．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
18．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
19．明褐色土 7.5YR5/6　ローム粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り・粘性弱。
20．黒褐色土 7.5YR2/2　ローム粒極微量。締り・粘性弱。
21．暗褐色土 7.5YR3/4　ロームφ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
22．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 少量。締り・粘性弱。
23．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量。締り・粘性弱。
24．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
25．褐色土 7.5YR4/4　　ローム粒多量。締り・粘性弱。
26．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
27．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
28．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
29．褐色土 7.5YR4/6　　ローム粒φ 1 ～ 3mm 多量。締り・粘性弱。
30．褐色土�7.5YR4/3　　ローム粒中量。締り・粘性弱。

第 22 図　ＳＢ１

ピット一覧

0 2m

(1/80)

№ 1 2 3 4

長軸 106 94 105 92

短軸 103 85 100 90

深さ 67 61 52 74

単位＝㎝
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のみの出土で、土師器・須恵器ともに甕の破片が中心である。土師器の供膳具は内面黒色処理とミガキ調
整の破片が多い中で、細片の中には未処理のものも認められる。��所見　土師器坏もしくは高台付坏の口
縁部片（第 23 図１）の形態や SI3 の重複関係から、本遺構は９世紀後葉に埋没したと考えられる。
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第９表　ＳＢ２出土遺物観察表

第 23 図　ＳＢ２、出土遺物

ピット一覧

0 2m

(1/80)

0 10cm

(1/4)
1 2 

№ 1 2 3 4 5 6 7

長軸 98 87 66 82 110 93 〈80〉

短軸 〈68〉 87 63 62 95 88 76

深さ 71 83 23 13 92 61 64

〈  〉は残存値　単位＝㎝

挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
土師器
坏

（14.0）・〈3.3〉・― 20％
雲母，長石・石英少，
赤褐色粒少

普通
にぶい橙
7.5YR7/4

P1出土。ロクロ成形。内面黒色処理で体部横方向のミガキ。

2
灰釉陶器
長頸瓶

（13.0）・〈1.7〉・― 口縁部 黒色粒 良好
浅黄
5Y7/3

P2出土。ロクロ成形。口唇部を下方へ引き出し。
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ＳＢ３　（第 24 図、PL７）

位置　E4・5、F5 グリッドに位置し、西側は調査区外になる。��構造・規模　側柱建物跡で、桁行３間
（5.20 ｍ）以上、梁行２間（3.80 ｍ）の東西棟となる。柱間寸法は P1・2 間 1.70 ｍ、P2・3 間 1.90 ｍ、
P3・4 間 1.80 ｍ、P4・5・6 間各 2.00 ｍ、P6・7 間 1.70 ｍ、P7・8 間 1.50 ｍを測り、一定ではないが南
北の桁行では P1・2・3間と対となる P5・6・7間がほぼ揃っている。��主軸方向　Ｎ－ 72°－Ｗを示す。��
柱穴� �柱穴は８基が確認され、柱掘り方はいずれも方形を基調としている。��覆土　暗褐色・褐色土を主
体としている。P5 のみで柱痕跡が確認され、径は 20㎝程である。��遺物　土師器 13 点（123g）、須恵器
６点（31g）が出土した。８基の柱穴の内５基（P1～ 3・5・7）から細片のみの出土で、土師器の破片が
中心である。須恵器はほとんどが坏の破片であるが細片のみである。��所見　遺物の出土傾向は SB1・2
と差異はないが、遺構の形態では柱穴が小規模になっており若干の時期差がうかがえる。したがって本遺
構の時期は９世紀後葉以降と考えたい。
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土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量。締り・粘性弱。
３, �褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒・ブロックφ 1 ～ 15mm 少量。
　　　　　　　　　　���締り・粘性弱。
４．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒少量。締り・粘性弱。
５．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。
６．褐色土 7.5YR4/6　　ローム粒多量。締り・粘性弱。
７．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 少量。締り・粘性弱。
８．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 10mm 中量。締り・粘性弱。
９．黒褐色土 7.5YR3/2　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒微量。
　　　　　　　　　　���締り・粘性弱。
10．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量、焼土粒φ 1mm
　　　　　　　　　　���極微量。締り・粘性弱。
11．褐色土 7.5YR4/4　　ローム粒多量。締り・粘性弱。

12．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
13．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
14．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
15．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 10mm 中量。締り・粘性弱。
16．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒中量。締りなし、粘性弱。
17．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
18．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量。締り・粘性弱。
19．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
20．黒褐色土 7.5YR3/2　ローム粒極微量、焼土粒φ 1mm 極微量。
　　　　　　　　　　���締り・粘性弱。
21．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。黒色土斑に含む。
　　　　　　　　　���締り・粘性弱。
22．褐色土 7.5YR4/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。
23．暗褐色土�7.5YR3/3　ローム粒少量。締り・粘性弱。

第 24 図　ＳＢ３

ピット一覧

0 2m

(1/80)

№ 1 2 3 4 5 6 7 8

長軸 70 64 70 62 78 61 57 60

短軸 68 62 70 58 72 61 53 〈42〉

深さ 56 42 43 36 31 13 32 48

〈  〉は残存値　単位＝㎝
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第５節　土坑・陥し穴状遺構

Ｓ K １　（第 25 図、PL７）

位置　G4 グリッドに位置する。ＳＩ１と重複し、本
遺構が古い。��平面形・規模　溝状。長軸 2.15 ｍ、短
軸 0.62 ｍ、深さ 0.87 ｍを測る。��長軸方向　Ｎ－ 28°
－Ｗを示す。��壁面・底面　垂直に立ち上がる。底面
は幅 0.12 ｍで溝状に掘り込まれる。��覆土　ＳＩ１に
よって削平され下層のみ確認となる。褐色土が主体で
ある。��遺物　出土しなかった。��所見　所謂Ｔ字型
の陥し穴とみられ、縄文時代に利用されたと考えられ
るが、遺物が出土せず時期の特定は困難である。

Ｓ K ２　（第 26 図、第 10 表、PL７・12）

位置　A3グリッドに位置する。西側の大部分が調査区外になる。
平面形・規模　形状は把握できない。調査区内での規模は南北
2.15 ｍ以上、東西 0.30 ｍ以上、深さ 0.43 ｍを測る。��長軸方向��
把握できない。��壁面・底面　外傾して立ち上がる。底面はほぼ
平坦なようである。��覆土　暗褐色土が主体で、含有物が少ない
ことから自然堆積とみられる。��遺物　土師器４点（32g）、須恵
器２点（46g）が出土した。土師器甕が多く認められる。��所見��
図示した遺物は覆土中から出土した須恵器坏（第 26 図１）で、
この遺物形態から 10 世紀代には埋没したと考えられる。

Ｓ K ３　（第 27 図、PL７・８）

位置　F4グリッドに位置する。��平面形・規模　ほぼ円形。長軸0.92ｍ、短軸0.80ｍ、
深さ 0.59 ｍを測る。��長軸方向　Ｎ－ 90°－Wを示す。��壁面・底面　湾曲して立
ち上がる。底面はピット状に窪む。��覆土　暗褐色土が主体で、中～下層で大き目
の焼土粒や炭化物を含むことから人為的な堆積の可能性がある。��遺物　土師器５
点（51g）、須恵器１点（8g）が出土した。土師器は甕、須恵器は高台付坏の底部片で、
いずれも細片である。��所見　出土している遺物の細片は各竪穴建物跡のものと類
似することから、本遺構の時期は９世紀代に埋没した可能性がある。
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土層説明
１．褐色土 7.5YR4/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 中量。締り・粘性弱。

土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 5mm 微量。締り・粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 3mm 少量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。

土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1mm 極微量、焼土粒φ 1mm 極微量。締り・粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 極微量、焼土粒φ 1 ～ 10mm 極微量、炭化物極微量。締り・粘性弱。
３．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒微量、焼土粒φ 1mm 極微量。締り・粘性弱。

第 25 図　Ｓ K １

第 26 図　Ｓ K ２、出土遺物
第 10 表　ＳＫ２出土遺物観察表

第 27 図　Ｓ K ３
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1

挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
須恵器
坏

（13.6）・4.2・（6.5） 10％
雲母，長石，チャー
ト，白色粒

普通
にぶい褐
7.5YR5/4

未還元。ロクロ成形。体部下端～底部ヘラケズリ。内面に焼砂
付着。
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Ｓ K ４　（第 28 図、PL８）

位置　B4グリッドに位置する。��平面形・規模　楕円形。長軸1.30ｍ、
短軸 0.89 ｍ、深さ 0.60 ｍを測る。南西際に径 0.30 ｍの小穴がある。��
長軸方向　Ｎ－ 20°－ Eを示す。壁面・底面　湾曲して立ち上がる。
底面は丸底状。��覆土　暗褐色土が主体で、含有物がほとんど認めら
れないことから自然堆積とみられる。��遺物　出土しなかった。��所
見　遺物が出土せず、本遺構の時期は不明である。

Ｓ K ５　（第 29 図、PL８）

位置　A・B3 グリッドに位置する。��平面形・規模　ほぼ円形。長軸
1.74 ｍ、短軸 1.48 ｍ、深さ 0.33 ｍを測る。東際に径 0.27 ｍの小穴があ
る。��長軸方向　Ｎ－ 34°－ Eを示す。壁面・底面　緩やかに立ち上が
る。底面はやや丸底である。��覆土　暗褐色土が主体であるが、底面直
上には褐色土が堆積しローム粒が多量に含まれる。��遺物　土師器 10
点（145g）、須恵器４点（15g）、灰釉陶器１点（6g）が出土した。いず
れも細片で、土師器・須恵器ともに甕が多く認められる。��所見　出土
した遺物の中で、須恵器甕の胴部片は平行タタキの破片が主体になるよ
うで、本遺構の時期は９世紀代に埋没した可能性がある。

Ｓ K ６　（第 30 図、第 11 表、PL８・12）

位置　B3グリッドに位置する。��平面形・規模　ほぼ円形。長軸1.50 ｍ、短
軸1.27ｍ、深さ0.28ｍを測る。��長軸方向　Ｎ－60°－Wを示す。��壁面・底

面　ほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。��覆土　焼土粒が含まれた黒
褐色土が主体で、底面直上には暗褐色土が堆積し、人為的な堆積とみられる。��
遺物　土師器 33点（75g）、須恵器 22点（193g）、灰釉陶器１点（4g）が出
土した。いずれも細片で、土師器・須恵器ともに甕が多く認められる。��所見��
出土した須恵器坏（第 30図１）は、体部が丸みを持って立ち上がる形態で焼
成が良くない。須恵器甕の胴部片の中には格子タタキの破片が認められるなど
の出土傾向から、本遺構の時期は９世紀後葉に埋没した可能性がある。
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土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒極微量。締り・粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒微量。締り・粘性弱。
３．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒少量。締りあり、粘性ややあり。

土層説明
１．暗褐色土 7.5YR3/4　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 10mm 微量。締り・粘性弱。
２．褐色土 7.5YR4/3　　ローム粒φ 1 ～ 5mm 微量。締り・粘性弱。
３．褐色土 7.5YR4/6　　ローム粒多量。締りあり、粘性ややあり。

土層説明
１．黒褐色土 7.5YR3/2　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量、焼土粒φ 1 ～ 3mm 微量。
　　　　　　　　　　　締り・粘性弱。
２．暗褐色土 7.5YR3/3　ローム粒φ 1 ～ 3mm 微量。締り・粘性弱。

第 28 図　Ｓ K ４

第 29 図　Ｓ K ５

第 30 図　Ｓ K ６、出土遺物

第 11 表　ＳＫ６出土遺物観察表
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挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
須恵器
坏

（14.0）・4.2・6.3 70％
雲母，長石，石英多，
チャート

普通
灰黄褐
10YR6/2

未還元部分あり。ロクロ成形。体部下端～底部ナデ。
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第６節　ピット

P １～７（第 32 図、第 12・13 表、PL12）

遺構　調査区内では７基のピットが確認された。いずれのピットも覆土は暗褐色土で類似し、北東側を中
心に散在している。P3・4、P5 ～ 7など近接するピット群はあるものの、規則性はうかがえない。ここで
は一覧表（第 12 表）に詳細をまとめた。��遺物　ほとんどのピットから遺物の出土は認められなかったが、
P7より土師器高台付皿（第 32 図１）１点（150g）が出土した。��所見　P7から出土した遺物は９世紀後
葉の所産とみられる。他のピットは遺物が出土していないものの、覆土の状態が P7と類似することを重
視すると、これらのピットは９世紀後葉に埋没したと考えられる。

Ｓ K ７　（第 31 図、PL８）

位置　D2グリッドに位置する。��平面形・規模　ほぼ方形。長軸 0.95 ｍ、短軸
0.92 ｍ、深さ 0.41 ｍを測る。��長軸方向　Ｎ－15°－Eを示す。��壁面・底面��ほ
ぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。��覆土　ロームブロックが多く含まれ
た褐色土が主体で、底面直上には黒褐色土が堆積し、人為的な堆積とみられる。��
遺物　土師器 3点（17g）、須恵器６点（101g）が出土した。いずれも細片で須恵
器甕が多く認められる。��所見　須恵器甕の胴部片の中には格子タタキの破片が
認められることから、本遺構の時期は９世紀後葉に埋没した可能性がある。
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2
1
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土層説明
１．褐色土 7.5YR4/3�　　ローム粒・ブロックφ 1 ～ 20mm 中量。締り・粘性弱。
２．黒褐色土 7.5YR3/1�　ローム粒微量。締りあり、粘性ややあり。

第 32 図　Ｐ１～７、P ７出土遺物

第 12 表　ピット一覧表

第 13 表　Ｐ７出土遺物観察表

第 31 図　Ｓ K ７

P ２ P ３ P ４ P ５ P ６ P ７P １
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№ 1 2 3 4 5 6 7

長軸 60 52 36 50 26 38 40

短軸 55 51 34 23 26 〈32〉 34

深さ 51 36 19 16 36 38 29

位置 C5 B3 B4 B4 C5 C5 C5

〈  〉は残存値　単位＝㎝

挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
土師器
皿

12.6・3.0・6.7 90％
針状物，チャート，透
明粒

普通
明褐
7.5YR5/6

ロクロ成形。底部高台部貼り付け後ナデ。内面黒色処理で不定
方向のミガキ。
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第７節　遺構外出土遺物

　今次地点では９世紀代を中心とした集落が展開し、遺物は土師器・須恵器が主体で出土している。その
中で遺構に伴わない表土や撹乱中からの遺物は、縄文土器 28 点（678g）、土師器 207 点（2,440g）、須恵
器 147 点（2,437g）灰釉陶器１点（6g）、陶・磁器４点（58g）が出土した。一方で遺構内出土の遺物で当
該時期に伴わない遺物は縄文土器 23 点（503g）、中世陶器１点（19g）である。縄文土器の内 16 点（284g）
がＳＩ１に混入している。
　縄文土器は前期～後期まで認められる。１・２は前期終末期の破片で、１は幾何状の文様が描かれた西
関東系の十三菩提式、２は多段の結節回転文を横走させた東関東系の粟島台式である。３～５は中期に比
定される口縁部片で、３は太目の隆帯と２条１単位の沈線で区画された口縁部片で、胎土に雲母を含み、
縄文が施文された阿玉台Ⅳ式である。４・５は微隆線で口縁部を区画し無文帯を形成する加曽利ＥⅣ式で
ある。４は沈線間を磨り消していることから５よりも古相とみられる。いずれも縦方向の縄文が施文され
る。６は隆帯にキザミが施され、綱取式系の後期前葉のものと思われる。７は加曽利ＥⅢ～Ⅳ式の胴部破
片を二次利用した土器片錘である。１・６はＳＩ１覆土中から出土し、いずれかの遺物の時期に重複する
陥し穴状遺構（ＳＫ１）と関連する可能性がある。
　陶器では、８は瀬戸・美濃系の丸皿で、16 ～ 17 世紀に比定される大窯期～登窯期の所産と考えられる（第
33 図、第 14 表、PL12）。

第 33 図　遺構外出土遺物

第 14 表　遺構外出土遺物観察表
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挿図
番号

種類
器種

口径・器高・底径 残存率 胎土 焼成 色調 器形・技法上の特徴

1
縄文土器
深鉢

―・〈4.3〉・― 胴部片
白色粒，赤褐色粒，長
石微

普通
にぶい黄橙
10YR6/4

条痕文を横位→斜位に施し，三角状刺突を施文。内面ヨコミガ
キ。

2
縄文土器
深鉢

―・〈5.2〉・― 胴部片 白色粒，透明粒，石英 普通
褐
7.5YR4/3

横位の無節Ｌ縄文もしくは単節ＬＲ縄文で３段の結節回転文を
施文。

3
縄文土器
深鉢

―・〈6.6〉・―
口縁部片

雲母，長石，石英，角
閃石微

普通
にぶい褐
7.5YR5/4

波状口縁。蒲鉾状隆帯により区画し，隆帯に2条1組の沈線が沿
う。区画内，胴部ともに太目の単節ＲＬ縄文を縦方向に施文。
内面ヨコミガキ。

4
縄文土器
深鉢

―・〈5.3〉・― 口縁部片
白色粒，透明粒，赤褐
色粒

普通
にぶい橙
7.5YR6/4

口縁部は微隆線で区画し，無文体。胴部は沈線で逆V字状に区画
し，内部を磨り消す。地文は縦方向の単節LR縄文施文。内面黒
色化しヨコミガキ。

5
縄文土器
深鉢

―・〈5.2〉・― 口縁部片 長石，石英，角閃石 普通
にぶい黄橙
10YR7/3

波状口縁。口縁に沿って凹線状隆帯が沿う。波長部を外側へ突
出させる。地文は縦方向の単節ＬＲ縄文。内面ヨコミガキ。

6
縄文土器
深鉢

―・〈3.9〉・― 口縁部片
白色粒，角閃石，輝石
類，赤褐色粒

普通
にぶい橙
7.5YR6/4

口縁部はキザミが施された隆帯によって区画され，無文帯。内
面ヨコミガキ。

7
土製品
土器片錘

長：6.9・幅：5.6
厚：1.0

完形
白色粒，透明粒，角閃
石微

普通
にぶい褐
7.5YR5/3

重量：46.52ｇ　長軸方向両端に抉り。加曽利EⅢ～Ⅳ式の深鉢
胴部片を二次利用する。文様は微隆線を垂下させ区画内を磨り
消し。地文は縦方向の単節LR縄文施文。

8
陶器
皿

（13.0）・〈2.5〉・― 10％ 石英微，黒色粒微 良好
灰白
5Y7/2

底部を除き内外面ともに灰釉を施す。口縁が拭き取られた口禿
皿。高台部は削り出し高台で，内面が欠損。
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第４章　まとめ

１．前神田遺跡２次地点における土地利用の変遷
　前神田遺跡２次調査地点において、土地利用が開始されたのは縄文時代からになる。陥し穴状遺構（Ｓ
Ｋ１）１基のみの確認ではあったが、狩猟の場として利用されていたようである。陥し穴からは遺物は出
土していないものの、重複する竪穴建物跡ＳＩ１の覆土中に縄文土器の破片（第 34 図１・６・７）が含
まれており、ＳＫ１に関連する遺物の可能性がある。これらを含め調査区内からは縄文前期終末から後期
初頭に比定される破片や土製品が出土し、周辺に該期遺構の所在を示唆したものと言えよう。
　弥生時代から奈良時代にかけては今次地点での利用は認められなかったが、平安時代になって集落とし
ての営みが開始されている。確認された竪穴建物跡７軒、掘立柱建物跡３棟より出土した遺物の様相から、
集落の時期は９世紀代にわたって、継続的に変遷していったことが明らかになった。
　９世紀代に入って最初に出現するのはＳＩ３と考えられる。遺物では供膳具が須恵器を主体とし、土
師器はほとんどが煮炊き具のみの出土であった。その中で須恵器坏（第 13 図１）や土師器甕（第 13 図
10）などに古相のものも含まれるなどの様相から、９世紀前葉～中葉にかけての比較的長い期間をかけて
埋没したことがうかがえる。ＳＩ１の遺物はＳＩ３と同様の出土傾向ではあるが、須恵器坏は新治窯跡群
産のものが中心となり、坏・蓋の形態から小高村内窯跡段階～東城寺寄居前Ｂ単位群窯跡段階とみられ、
ＳＩ３より後の９世紀中葉～後葉にかけて埋没したようである。ＳＩ６の遺物は、須恵器が坏以外の器種
の減少と、高台付盤に代わって高台付皿が認められ、土師器の供膳具が一定量共伴してくる傾向から、Ｓ
Ｉ１・３に後続する東城寺寄居前Ｂ単位群窯跡段階～小野１号窯跡段階と考えられる。ＳＩ４は出土量が
少ないながらもＳＩ６と同様の傾向が見られることからほぼ同時期に営まれていた可能性がある。ＳＩ２・
５・７では供膳具の主体が須恵器から土師器へと移行する傾向にある。須恵器の出土は坏と甕以外ほとん
ど認められなくなっていることや、坏（第 17 図 12 ～ 14）は焼成が良好ではなく、内湾する形態など小
野１号窯に継続する段階の様相である。一方、土師器では須恵器の出土量を上回り、内面黒色処理が省略
されたものも認められる。高台付坏は内湾して立ち上がる形態になっており、須恵器で示される段階の時
期と同様で、９世紀後葉でもＳＩ４・６の埋没以降に廃棄されたと考えられる。掘立柱建物跡の時期は遺
物の出土量が少なく時期を特定するのは難しいが、ＳＢ２とＳＩ３との重複関係から９世紀中葉以降に構
築・利用されたものであろう。このＳＢ２の柱穴の状態や規模や主軸方向規模等の比較から、類似するＳ
Ｂ１ではほぼ同時期の利用が想定されるが、主軸や柱穴の規模等が相違するＳＢ３では時期差がうかがえ
る。以上の各竪穴建物跡・掘立柱建物跡の変遷から今次地点で確認された集落は９世紀前葉～中葉にかけ
て出現し、後葉になって盛期を迎えたことが理解された。

２．前神田遺跡第２次地点における竪穴建物跡の特徴
　今次地点の竪穴建物跡は７軒で、その内３軒ではカマドの作り替えや床面の修復、建物の拡張が確認さ
れている。カマドの作り替えはＳＩ２・３で認められ、いずれも北壁側で使用されていたカマドを廃棄
し、東壁側へ新たに構築している。さらにＳＩ２ではカマドを作り替えた際に貼り床を再度貼り替えてい
ることが確認された。ＳＩ４は長軸方向に長い規模の竪穴建物跡であるが、掘り方の調査により構築当初
は 3.2 ｍ四方の小規模な竪穴建物跡であったものが、北壁を拡張して確認当初の形態になっていることが
明らかになった。おそらくカマドも拡張の際に作り替えが行われたと考えられる。竪穴建物跡を新たに構
築するのではなく、これまで使用していた竪穴建物跡内の一部の施設や床面の修復、拡張を行って必要最
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小限の労力で効率よく居住環境を維持していたことが理解されよう。ここで留意されるのは、これらの竪
穴建物跡が調査範囲の中でも東側に偏在していることである。一方で、調査範囲西側の竪穴建物跡ＳＩ５・
６では、同様の時期に営まれたにもかかわらず、やや異なった状況が看取される。ＳＩ５は唯一焼失した
家屋になっており、集落内にある９世紀後葉の竪穴建物跡の中では特異な存在となっている。焼失後に多
量の土器が一括で廃棄されたようで、その中には石製の腰帯具も含まれていることも注目される。さらに
ＳＩ６では北壁にカマドが見当たらず、カマドが設けられていない竪穴建物跡の可能性が高く、居住以外
の目的で構築されたのではないかと考えられる。ここでは特定の文字が墨書された土器が北壁際付近にま
とまった状態で出土しており、特定の文字で墨書された土器が多数見られることから、意識的な廃棄行為
があったとみて良いだろう。今次調査は９世紀代を通して営まれた集落の一部ではあったが、廃棄行為の
行われた竪穴建物跡が、集落の変遷していく中での時期差によるものであるのか、あるいは廃棄行為を行
う必要のあった特別な施設であったのか、解明には至らなかったものの、これらの竪穴建物跡の相違は非
常に興味深い調査結果となった。

３．前神田遺跡第２次地点における墨書土器
　確認された遺構・遺物の中で特筆されるものとして、ＳＩ６から出土した多数の墨書土器があげられる。
墨書された土器 10 点の内、「大田」もしくは「大」、「田」、それに類似する特定の文字を墨書したものが
８点であった（第 19 図）。それぞれの文字の意味は、「大」が良好な状態を表し、「田」が天・地・人に基
づく一般的な呼称とされている。出土した遺構としては、前項で述べたように一部調査区外にはなるもの
の、カマドが構築されていない竪穴建物跡で、居住を目的とした竪穴建物跡とは異なった様相であること
や、主に北壁側覆土中にまとまった出土状態から、意図的な廃棄行為があったと考えられた。さらにＳＩ
６の真北に掘立柱建物跡ＳＢ１が構築され、双方の関連性がうかがえるような配置となっていることは注
意されよう。出土した墨書の解釈を単純にみれば、生業に関わる何らかの機能を持った施設の可能性が示
唆され、前述した廃棄行為に至ったのではないかとの推測もできる。ＳＩ５からも１点のみではあるが「大
田」の墨書土器が出土し、併せて石製の腰帯具が出土しているなど、遺物から見ても９世紀後葉に展開す
る集落の中にあってＳＩ５・６双方は特別な意味がありそうである。
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第 35 図　墨書土器集成
第 34 図　墨書土器集成
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写�真�図�版





PL 1

調査区全景 （北上空から土浦入りを臨む） 調査前現況 （西から）

基本層序 （南西から） 調査区中央遺構検出状況 （北西から）

調査区全景 （写真上が北東）



PL 2

ＳＩ１　全景 （南から） 同　土層断面 （北西から）

同　遺物出土状況 （南から） 同　カマド近景 （南から）

同　カマド土層断面 （南から） 同　掘り方全景 （南から）

ＳＩ２　全景 （西から） 同　土層断面 （南から）



PL 3

ＳＩ２　遺物出土状況 （西から） 同　遺物出土近景 （西から）

同　カマドＡ近景 （西から） 同　カマドＡ土層断面 （南から）

ＳＩ３　全景 （西から） 同　土層断面 （南から）

同　遺物出土状況 （西から） 同　カマドＡ近景 （西から）



PL 4

ＳＩ３　カマドＡ土層断面 （南から） 同　カマドＢ近景 （南から）

ＳＩ４　全景 （南から） 同　土層断面 （東から）

同　遺物出土状況 （南から） 同　遺物出土近景 （南から）

同　カマド全景 （南から） 同　カマド土層断面 （南東から）



PL 5

ＳＩ４　第１期使用面全景 （南から） ＳＩ５　全景 （南から）

同　土層断面 （南から） 同　遺物出土状況 （南から）

同　遺物出土近景 （南から） 同　遺物出土近景 （南東から）

同　カマド全景 （南から） 同　カマド土層断面 （西から）



PL 6

ＳＩ６　全景 （北から） 同　遺物出土状況 （北から）

同　遺物出土近景 （東から） ＳＩ７　全景 （南から）

同　土層断面 （南西から） ＳＢ１　全景 （西から）

同　Ｐ２土層断面 （南西から） ＳＢ２　全景 （南から）



PL 7

ＳＢ２　Ｐ５土層断面 （南東から） 同　Ｐ７土層断面 （西から）

ＳＢ３　全景 （東から）

同　Ｐ５土層断面 （南西から）

同　Ｐ３土層断面 （西から）

ＳＫ１　全景 （南東から）

ＳＫ２　全景 （南東から） ＳＫ３　全景 （南西から）



PL 8

Ｓ K ３　土層断面 （東から） ＳＫ４　全景 （北西から）

ＳＫ５　全景 （南東から） 同　土層断面 （北東から）

ＳＫ６　全景 （南東から） 同　土層断面 （南東から）

ＳＫ７　全景 （西から） 同　土層断面 （北西から）



PL 9

SI1・2 出土遺物

SI1-1

SI1-5

SI1-6

SI1-7

SI1-8

SI1-9

SI1-10

SI1-15

SI1-11

SI2-1

SI2-2

SI2-4

SI2-3

SI2-5

SI1-12

SI1-13

SI1-14

SI1-16

SI1-17

SI1-2

SI1-4

SI1-3



PL 10

SI3・4・5（1）出土遺物

SI3-1 SI3-2 SI3-3

SI3-6
SI3-5SI3-4

SI3-7

SI3-8 SI3-9

SI3-12

SI3-13
SI3-11

SI3-10

SI4-1

SI4-2

SI5-1

SI5-4

SI5-2

SI5-5

SI5-3

SI5-6

SI4-4

SI4-3

SI4-6 SI4-5



PL 11

SI5（2）出土遺物

SI5-7 SI5-8 SI5-9

SI5-10 SI5-11 SI5-12

SI5-13
SI5-14

SI5-16 SI5-17

SI5-18

SI5-24

SI5-21
SI5-20

SI5-19

SI5-22 SI5-23

SI5-15



PL 12

SI6・7、SB2、SK2・6、P7、遺構外出土遺物

SI6-1 SI6-2 SI6-3

SI6-4

SI6-8 SI6-9

SI6-12

SI6-10

SI6-11

SI6-13

SI6-15

SI7-1 SI7-2

SI7-3SI7-5

SB2-1

SB2-2 P7-1

外 -1

外 -2

外 -3

外 -8

外 -4

外 -5 外 -6

外 -7

SK2-1 SK6-1

SI7-4

SI6-14

SI6-16
SI6-17

SI6-5 SI6-6
SI6-7
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前 神 田 遺 跡
（第２次調査）

集落跡

縄文時代

平安時代

�陥し穴状遺構　１基�

�竪穴建物跡　���７軒
�掘立柱建物跡　３棟
�土坑　　　　���６基
�ピット　　　　７基

縄文土器：前期、中期、後期
土師器：�坏、高台付埦、皿、

高坏、鉢、甕、甑
須恵器：�坏、高台付坏、盤、

皿、蓋、鉢、壺、甕、
甑、耳皿、円面硯

灰釉陶器：壺、瓶
土製品：�管状土錘、紡錘車、

羽口
石製品：巡方、紡錘車
鉄製品：鉄鏃、鎌

　

要　　　　　約 　

　今次地点で検出された遺構は、縄文時代の陥し穴状土坑１基、平安時代の竪穴建

物跡７軒、掘立柱建物跡３棟である。平安時代の遺構は、出土した遺物の様相から

９世紀代にわたる継続的な変遷がうかがえる。竪穴建物跡の内、３軒はカマドの造

り替えや床面の修復、さらには拡張などの痕跡が認められた。また石製腰帯具（巡方）

や、まとまった墨書土器が出土した遺構の存在が注目される。

　SI5 から石製の

腰帯具（巡方）が

出土した。SI6 から

は「大田」もしく

は「大」、「田」と

記された墨書土器

が多数出土した。
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